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明治二十七年一月十一日　夜十一時二十分
刻限御話
さあ／＼一寸これ話し掛けたで。やれ／＼だん／＼話が積もりて、これまで／＼よう／＼の事でなかったであろう。今度々々年が明ける。始まり／＼、もうこれ、まあ／＼一寸真似をしてやれ。珍しやなあ／＼、さあ／＼始め掛けたる古い道。新という、新の正月は済んだ。古い正月了うて、正月三十日長いようなものなれど、言うて居る間に二月、さあ始まる。どういう事始まる。一寸早く先に諭し置こう。今度という今度は、始まりは治まり方とも言う。どうでも今度は難しい。世界曇る日が曇る。思わくの道が遠い。思やんをせにゃなろまい。どういう風が吹くやら、分からん。春風の楽しみの中に、空々夏冬無きの風、あちらでもむら／＼、こちらでもむら／＼。秋風や冬風は、とんとどうもなろまい。さあ／＼、その風の迫りという、どういう道、言うも一つの道、聞くも一つの道であろ。何でも一つの理が無くば治まろまい。早く道を知らして置かんならん。一日も早く、国々所々道治め掛けたる。早く一つの理を治めてくれ。いかなる理も見え掛ける。道が変わる。秋風かと思えば冬風、あちらでもむら／＼、こちらでもむら／＼。さあ道を分けるで。早く急ぐで。こんな所で何を言うと思うやろ。一寸譏りはし、あちらこちらの道、怖わい恐ろしい道もあろ。又始め掛けたの道もあろ。西を向いてはやれ／＼、東を向いてはやれ／＼。一つの道実の道がある。いつに出るとは分かろまい。年が明けたら出て来る、寄り来る事情に、どんな事持って来るやら分からん。どういう事も治めにゃならん。人が足らいでは、いかな談示も出来ようまい。名称一つの理を許してある。どういう事始まる。難しいてならん。うか／＼きょろ／＼した道やないで。いかなる日が出て来ても、めん／＼世界集まる所、親里と言う／＼。

さあ／＼一寸これ話し掛けたで。やれ／＼だん／＼話が積もりて、これまで／＼よう／＼の事でなかったであろう。今度々々年が明ける。始まり／＼、もうこれ、まあ／＼一寸真似をしてやれ。珍しやなあ／＼、さあ／＼始め掛けたる古い道。
(さあ／＼一寸やそっとではない苦しみの道を通り抜けて、今やっと澄み切った心を取り戻した者が、これまでよく分からなかった神の話をよう／＼仕掛けたで。
神に取っては、やれ／＼、やっと真実誠の神一条の道が始められるという処であるが、人間にとっては、だん／＼と聞き分けて治めなければならない真実誠の神の話が積もり／＼ていたから、これまで／＼の道の事情は衰退するばかりであって、よう／＼の事〈心和らいでにこやかなようす〉では無かったであろう。
なれど今度という今度は明らか鮮やかな神の道が始まるのであって、年〈何も分からない暗がりの道の時旬〉が明ける事に成るのやで。
自ら求める真実の心を受け取って、心通りに神が連れて通す真実誠の神一条の道の始まり／＼という事に成るのだが、もうこれは何も難しいものでは無く、教祖ひながたの道に習って、まあ／＼の一寸の真似をしてやればよいのや。
そうすれば結構な道が直ぐに見えるように成るのであり、何も知らない世界中が、「珍しい道やなあ／＼。」と言うように成るで。
さあ／＼世界が認める真実誠の神の道はただ一つ、神に従って始め掛けたる古い道であり、教祖ひながたの道ただ一つや。)
新という、新の正月は済んだ。古い正月了うて、正月三十日長いようなものなれど、言うて居る間に二月、さあ始まる。どういう事始まる。一寸早く先に諭し置こう。

(新と言う、新しい正月〈正月は一年の一番目の月であって楽しい月でもある。一年は一月から十二月であるが、人の一生涯や、一つの時代を区切って教えられる事もある。したがって、今ここで教えられる新の正月とは、教祖が姿を隠されてからの新しくて通り良い道の時旬《今の道》、という事に成る。〉はもう済んだのやで。)
新しい正月になってからは、教祖存命中の古い正月〈濁り切った胸の掃除の為、又真実誠の種蒔きの為の苦労艱難の道であり、本来なら道の始めに運ばなければならない本当の正月の理〉を何処かへ片付けて了うて、神の思惑から外れた勝手な正月三十日を送って来たのであるが、天理から外れた人間一条の道では鮮やかな理は働かず、何処か頼り無くて長いようなものであったなれど、そう言うて居る間に次の二月の理であり、さあ／＼真実誠の神の道が始まるという事に成るのやで。
どういう事が始まるかと思うであろう。ほんの一寸の処を、一足早く先に諭して置こう。)

今度という今度は、始まりは治まり方とも言う。どうでも今度は難しい。世界曇る日が曇る。思わくの道が遠い。思やんをせにゃなろまい。どういう風が吹くやら、分からん。春風の楽しみの中に、空々夏冬無きの風、あちらでもむら／＼、こちらでもむら／＼。秋風や冬風は、とんとどうもなろまい。
(今度という今度は口先だけの道では済まないのであって、神一条の道〈何もかも神様の御教えに従って運ぶ誠の道〉より他に治まる道は無いのだが、真実誠の神一条の道の始まりは、世界の為に尽くそうとする誠の心の治まり方一つとも言うのや。どうでもこうでも始まる今度の道は、難しいで。
今に世界中の曇る日が来るのだが、誰がどうしたとて世界中が曇る事に成るのや。世界の平和を願う真実の思わくの道が遠のいて行くで。
それが、どうする事も出来ない事実であるからこそ、この道に寄せられた者は、今ここで何をすべきかと真実の思やんをせにゃなろまい。
このままでは通るに通れない悪因縁の者を世界救けの為に引き寄せ、世界の為に尽くす誠の理によって救けてやろうとするのやから、世界の為に尽くそうとする誠の理が無くば、元々の因縁通りに片付けられてしまうのは目に見えた事であり、その為の、どういう恐ろしい風が吹くやら分からんと言うて居るのや。
これから始まる春風の楽しみの時旬の中に、空々しい〈見え透いている。わざとらしい〉夏冬無きの風が吹くという事に成るのだが、勝手な人間の理ばかりを持ち運んで、神の思惑を軽くする者をすっきりとこの世から片付けてしまう為の恐ろしい風が吹くのであり、あちらでもむら／＼〈こんな筈では無かったと、強い反省の感情や衝動が急激に湧き起こる〉、こちらでもむら／＼。
心通りの守護をして来たのやから、その日が来てからではどうにも無らないのであって、恐ろしい秋風や冬風の間はとんとどうもなろまい。)

さあ／＼、その風の迫りという、どういう道、言うも一つの道、聞くも一つの道であろ。何でも一つの理が無くば治まろまい。早く道を知らして置かんならん。一日も早く、国々所々道治め掛けたる。早く一つの理を治めてくれ。いかなる理も見え掛ける。道が変わる。
さあ／＼、その恐ろしい道を知らせる風の迫り〈人間には分からない先々の道を知らせ、これで良いのか、こうするのが善いではないか、と、神様が問い掛けて下さる真実誠の理〉というがさしづの理であるが、これからどういう道が始まるかと、言うも真実誠の一つの道、聞くも真実誠の一つの道であろう。
通るに通れん悪因縁の者を安心安全に連れて通してやろうと言うのやから、何でもかでも、世界の為に尽くそうとする真実誠の一つの理が無くば治まろうまい。
どうにもならないその日が来る前に、一分一秒でも早く真実の道を知らして置かんならんのや。
一日も早く世界が一つに治まるよう、国々所々に名称の理を下ろし、一つ道〈精神を定め、神一条を定め、さしづの理に従い、長い心を持って段々と勤める処、遂に治まるという一つ道〉を治め掛けたる道であろう。
一時も早く、世界の為に尽くそうとする真実誠の一つの理を治めてくれるよう。
それぞれの心に、何もかも捨てて世界の為につくそうとする澄み切った心が定まれば、何が何でも安心安全に連れて通さなければならないのは天の道理であるから、いかなる結構な理も見え掛けるのや。
それによって、世界も道が変わるのやで。

秋風かと思えば冬風、あちらでもむら／＼、こちらでもむら／＼。さあ道を分けるで。早く急ぐで。こんな所で何を言うと思うやろ。一寸譏りはし、あちらこちらの道、怖わい恐ろしい道もあろ。又始め掛けたの道もあろ。西を向いてはやれ／＼、東を向いてはやれ／＼。一つの道実の道がある。
季節外れの秋風かと思えば冬風、あちらでもむら／＼、こちらでもむら／＼。
さあ／＼真実誠の神一条の道と、勝手な人間の道とをすっきりと分けるで。
その日が来るまでに残された時間はいくらも無いのやから、澄み切った心定めを早く急ぐと言うのや。
こんな所で何を言うかと思うやろ。
「あれでも天理教の教師か、教会長か、信者か。」と、一寸したそしりはし〈悪口〉を受けるようなあちらこちらの道が有るが、そんな残念な者をすっきりとこの世から片づけてしまう為の、怖わい恐ろしい道もあろう。
又、「こんな勝手な事ばかりしていてはいけない。」と、理を聞き分けて、真実誠のひながたの道を始め掛けたる誠の道もあろ。
そんな誠の道なら、西を向いてはやれ／＼、東を向いてはやれ／＼、と、真実誠の神の守護に感謝する事が出来るであろう。
そうして心を改めて運ぶ一つの道の中に、実の道〈世界に写さなければならない誠の道〉があるのやで。

いつに出るとは分かろまい。年が明けたら出て来る、寄り来る事情に、どんな事持って来るやら分からん。どういう事も治めにゃならん。人が足らいでは、いかな談示も出来ようまい。名称一つの理を許してある。どういう事始まる。難しいてならん。うか／＼きょろ／＼した道やないで。いかなる日が出て来ても、めん／＼世界集まる所、親里と言う／＼。
そのような差し迫った道が、何時に出て来るとは分かろまい。
年が明けたら出て来るのあって、寄り来る恐ろしい事情を治めようとする為に、どんな事〈どうにもならない処を救けるのやから、並大抵な事では治まらない。〉を持って来るやら分からんで。
これだけの話をよく聞き分けて、どういう事も神の思惑通りに治めにゃならんのや。
世界一列を速やかと救ける為に、その為に尽くす真実誠の人衆を安心安全に連れて通そうとする神の一方的都合上の道ではあるが、肝心な人数が足らいでは何も出来ないのであって、いかな談示も出来ようまい。
しっかりとした精神の者を一人でも多く育てる為に、名称一つの理を許してあるのや。
その日が来れば、どういう事も神の思惑通りに始まるのやで。
たったそれだけの事を聞き分ける事が出来ないから、難しいてならんと言うのや。
その日が来てから、「どうしたらよいのか。」と、うか／＼きょろ／＼したような、情けない道やないで。
いかなる日が出て来ても安心安全な所は、面々の真実誠の心の集まる所であって、世界救けの為に寄り集まる所であり、親里と言う／＼のやで。)




明治二十七年一月二十二日　午後十二時三十分
刻限御話
さあ／＼／＼今日までの話は言わん／＼。今日までの話は言わん／＼。明日からの話ようこれ今年と言う。もう僅かの日柄、もう春や／＼一年の日がある。これとんと聞いて聞かれんような話や。これが第一。話長い事はない。敢て差し支えも無かろう。どう言うもこう言うもあろまい。春やと言うも冬と言うも、冬と言うや言うまでの事や。春と冬との日の戦いの事を見よ。治まり掛けたらどうでもこうでも治まる。生まれた時は美しい疵の無いものなれど、どんな疵出るやら分からん。治りたら一代は通れる。これから話事情を悠っくり聞き取りてくれ。
まあ／＼これまでの処には、だん／＼深い話、いろ／＼の話があるなれども、話の仕様が無い。話し掛けたらそれからぼつ／＼話し掛ける。なれど何ぼ話そうと思えども、話すだけではどんならん。幾日々々の写し後先無きよう／＼、後先ありては行こうまい。すっきり無ければ尚行こうまい。何も彼も話する。ちゃんと筆に留めてくれ。これはとんとどういう事ぞいなあ、というようではどうもならん。書いてあった処が、字数は数々要らん。今という一つちゃんと決まりた処を書いて置け。今まで皆んな寄り合うてした事、これまでの事は経って了うた。これより先ほのかに聞いたる話、ほのかに聞いたる理から治めにゃならんと言う。日さえ越したらこうと言う。ころっと間違うたる。これから先人間寿命という、いつまである。百十五才これは定めたるなれど、一人は未だ年限は分かろうまい。長らえ／＼事情によって世界から出て来るは、何の理であるぞ。あいてもあかいでも心に理が嵌まらねば出ては来ようまい。今の今でざっと言うたらほっと言うたら、どうでも／＼治まらん道があろう。これから向うは人間の理で通る。人間の心で通る、とても／＼行かせんで。一筋の糸が切れたら暗がり同様の道である。早く後を継いでくれるよう。糸の掛け替い早く急ぐ／＼。珍しい事話し掛けたで。


さあ／＼／＼今日までの話は言わん／＼。今日までの話は言わん／＼。明日からの話ようこれ今年と言う。もう僅かの日柄、もう春や／＼一年の日がある。これとんと聞いて聞かれんような話や。これが第一。
(さあ／＼／＼濁り切った胸の掃除の為、真実誠の種蒔きの為の苦労艱難の道〈ひながたの道〉を、速やかに聞き分けて運ぶ事が出来なかった今日までの話は言わん／＼。今一時の自分の都合を捨てて、世界救けの為に尽くす事の出来なかった今日までの話は言わん／＼。
何もかも明日からの話をするのであるが、今年に出来なければ来年、来年に出来なければ又その次にというように、長い心を持って運んでくれるなら神が十分に働けると言うのであって、ようこれまで付いて来てくれた、という事に成るのであり、その心得で働くなら今年という理が治まるのやで。
長い心を持って楽しんで運ぶなら、十分に神が働く事が出来るのやから、結構な先々の理の治まるのはもう僅かの日柄であり、気付いてみれば、「あれもう春や／＼。」というような事であって、知らぬ間に治まった一年の日〈一つの時代、一つの時旬〉があるのやで。
これはとんと聞いた事の無いような話であるが、元々から人間は自分の力では何も出来ないのであって、どんな道も、それぞれの心を神が受け取って、心通りの道に成るよう働いて居るから、心通りの道に成るのであるが、世界の為に尽くそうとするなら、「どうか神様のお役に立たせて頂きたい、少しでも世界の為に尽くさせて頂きたい。」というような、一寸した真実の心一つを尽くしてくれればよいと言うのであって、聞いて聞かれんような話をするのやあるまい。何よりもこれが第一である。)
話長い事はない。敢て差し支えも無かろう。どう言うもこう言うもあろまい。春やと言うも冬と言うも、冬と言うや言うまでの事や。春と冬との日の戦いの事を見よ。治まり掛けたらどうでもこうでも治まる。生まれた時は美しい疵の無いものなれど、どんな疵出るやら分からん。治りたら一代は通れる。これから話事情を悠っくり聞き取りてくれ。
 (神の話というは、どんな苦しみの道も救ける模様ばかりであって、神を信じて満足たんのうして運ぶなら十分に神が働くという事ばかりであり、速やかに聞き分けて運ぶなら、長い事ではないのや。
何もかも知り尽くしている神のする事やから、敢て〈あえて・・・わざわざ〉余計な苦労をしたり、差し支える事〈後々の不都合な事。差し障る事〉も無かろう。何も分からない人間が、どう言うもこう言うも〈何が間違う、こうが間違う等と、勝手な人間思案を持ち出す事も〉あろまい。春やと言うも冬やと言うも、必要だから神が守護して居るのであり、冬と言うや夏やと言うも、言うまでの事や。
春と冬との違いは大きいが、冬の日の、凍て付くような寒さとの戦いの事を見よ。段々と春が近づいて、寒さが治まり掛けたらどうでもこうでも治まるであろう。
生まれた時は誰も皆美しいものであって、何処にも疵「きず」の無いようなものなれど、年限が経てば、どんな心の疵が出来るやら分からんのや。心のきずを改める為の寒い冬の日を通り抜けて、満足たんのう治める誠の理によって積み重ねた間違いの理を改めるのであり、すっきりと治りたら、一代は通れるのやで。
これだけの事を知らしたいから話の事情を持ち出すのだが、取り違える事の無いように、悠っくりと聞き取りてくれるよう。) 
まあ／＼これまでの処には、だん／＼深い話、いろ／＼の話があるなれども、話の仕様が無い。話し掛けたらそれからぼつ／＼話し掛ける。なれど何ぼ話そうと思えども、話すだけではどんならん。幾日々々の写し後先無きよう／＼、後先ありては行こうまい。すっきり無ければ尚行こうまい。
 (まあ／＼の道を通って来たと思うようなこれまでの処にては、段々と聞き分けて治めなければならない深い話や、積もり積もったいろ／＼の話が聞き残してあるなれども、どうでも聞き分けようとする真実の心が定まらなければ治まらない事ばかりであるから、その日が来なければ、どうにもこうにも話の仕様が無いのや。
その日が来て、定まった真実の心を受け取って神が話し掛けたら、明らかな理が直ぐに働いて、成る程と承知が出来るように成るから、それからぼつ／＼話し掛けるのやで。
なれど、何ぼ話そうと思えども、速やかに聞き分けて実践をしようとする真実の心が無ければ何も治まらないのであって、話すだけではどんならんで。
速やかに神の話を聞き分ける素直な心を取り戻す為には、幾日々々と定められた三年千日の道を通り抜けて、教祖ひながたの道の写しをし、後先無きよう／＼〈胸の掃除の為の苦しみの道、又真実誠の種蒔きの為の苦労艱難の道が先であって、結構な道は二の次である。道の順序さえ正しければ、結構な理は天然自然に出来て来る。〉勤めてくれねばなるまい。後先の違いがありては、何も思うようには行こうまい。
すっきりと苦しみの道が無ければ、尚行こうまい〈誰も皆人として生き抜く事も出来まい〉。)
何も彼も話する。ちゃんと筆に留めてくれ。これはとんとどういう事ぞいなあ、というようではどうもならん。書いてあった処が、字数は数々要らん。今という一つちゃんと決まりた処を書いて置け。今まで皆んな寄り合うてした事、これまでの事は経って了うた。これより先ほのかに聞いたる話、ほのかに聞いたる理から治めにゃならんと言う。
 (知らなかったでは済まない明らかな道であるから、その日が来る前に何も彼も話をするのや。
誰もが皆分かるように、ちゃんと筆に留めてくれるよう。
これはとんと分からないなあ、一体全体どういう事ぞいなあ、というようではどうもならん。
書いてあった処が、通らん道は嘘に成るだけであって、実践をして成る程と聞き分けた処をそのまま書けばよいのであるが、字数は数々要らんで。
今のさしづ刻限という一つの天の理通りに、ちゃんと決まりた処を書いて置け。今まで皆んな寄り合うてした事や、これまでの事は、もうすでに経って了うた事や。
これより先は心通りの明らかな道が始まるのだが、今までほのかに聞いたる話や、ほのかに聞いたる理を心に集めて、一筋にまとめてから治めにゃならんと言うて置く。)
日さえ越したらこうと言う。ころっと間違うたる。これから先人間寿命という、いつまである。百十五才これは定めたるなれど、一人は未だ年限は分かろうまい。長らえ／＼事情によって世界から出て来るは、何の理であるぞ。あいてもあかいでも心に理が嵌まらねば出ては来ようまい。
 (濁り切った人間思案を捨ててひながた通りの道を運び、定められた年限の日さえ越したらこう〈結構な道に〉成ると言うであろう。たったこれだけの事を聞き分ける事が出来ないから、ころっと間違うたるのや。
これから先の人間寿命というは、何時まであると思うか。百十五才定命と、これはもうすでに定め終えたる理なれど、皆々の先に立って百十五才まで生き永らえるべき一人は未だそこまで達しておらず、残された年限の理は分かろうまい。
長らえ／＼て尽くす事情によって、百十五才定命の理を持って世界から出て来るは、何程の理であるぞ。
「自分の事はどうでもいい、あいてもあかいでも世界救けの為に尽くさせて頂きたい。どうでも神様のお役に立たせて頂きたい。」と心に理が嵌まらねば〈はまらねば・・・天が定めた条件にはまらなければ〉出ては来ようまい。)
今の今でざっと言うたらほっと言うたら、どうでも／＼治まらん道があろう。これから向うは人間の理で通る。人間の心で通る、とても／＼行かせんで。一筋の糸が切れたら暗がり同様の道である。早く後を継いでくれるよう。糸の掛け替い早く急ぐ／＼。珍しい事話し掛けたで。
 (今の今、これから先は真実誠の神一条の道〈どんな事も神様の思惑に沿い切ろうとする誠の道〉に改めなければ誰も皆通るに通れない、という事をざっと言うたら、又、これより先は、神の一列支配の道をほっと〈発途・・・発足〉すると言うたら、どうでも／＼治まらん道があろう。
これから向うは、一生懸命やりさえすれば人間の理で通れると皆思うであろう。どんな事も真面目にやれば、人間の心で通れると思うであろうが、とても／＼行かせんで。
これから先の道は、どうにも成らん中を神が連れて通そうとする事によって人として生きられるのやから、何もかも捨てて神にもたれ付こうとする一筋の糸が切れたら、暗がり同様の道であるのや。その日が来る前に、一日も早く教祖ひながたの道の後を継いで、心を澄ましてくれるよう。
今は心の糸の架け替えの時旬であり、新しい神の一列支配の世界〈本道〉から外されてしまわないよう、皆々で、正しい糸の賭け交いをするよう早く急ぐ／＼と言うのや。
真実誠の神の思惑を聞いた今のこの一瞬が又の理であって、それぞれの末代の運命を掛けた分かれ道であると、後にも先にも無い珍しい事を話し掛けたで。)


明治二十七年二月十四日（陰暦正月九日）夜
刻限
さあ／＼一寸話し掛ける。どんな事話するやら知れんで。今日行て来うか、明日行て来うかと、気の毒なものや、可哀相なものや。同じやしきに居てどんな事見るやら聞くやら、年が経つ。年の中にも善き事ばかりやないで。めん／＼の身上であって身上でない。どんな堅いものでも、柔こうなる。どんな事話すやら知れん。さあさあ話々、理を話する。我が身が我が身上なら思うようになる。なれど我が身上であって、分かる分からんというは、証拠というようなものや。ころっと取りようが違う。違うによりて、どうも仕様が無い。身上が分からんようになってから、どうもならん。互い扶け合いやと、口で言うばかりなら、扶け合いとは言えようまい。真の心からの互い扶け合いは一度に受け取る。あれでは心が分からん。残念な／＼。どんな事を見るやら聞くやら、遠い所でもうこれどんな事情があるとても、身上が達者でなけにゃ取り返やし無い。どのような不自由さそう、難儀さそうというような親は無い。なれど鏡やしき、心通り現われる。どんな立て合いがあるやら、これ知れん。立て合いと言えば、中には善き事もあるなれど、どんな事あるやら出るやら、これ知れんで。明日立て合いの理になりてから、どうも仕様が無い。この道も一通り通りたるばかりで、人に笑われ、人に言われて、我が身不自由一ぱし間に合うてもあるなれど、三つ一つの理が現われてある。道のため万事心得のためまで、事情理を知らし置く。

さあ／＼一寸話し掛ける。どんな事話するやら知れんで。今日行て来うか、明日行て来うかと、気の毒なものや、可哀相なものや。同じやしきに居てどんな事見るやら聞くやら、年が経つ。　
 
(さあ／＼末永く人として生き永らえる為には、どうでも聞き分けて実践しなければならない大事な事を、一寸ずつ話し掛けるで。どんな事を話するやら知れんで。
どんな事も神に訪ねて、どんな事も神の思惑通りに運ぶなら真実誠の神一条の道であって、十分に神が働く事が出来るが、今日行って来ようか、明日行って来ようかと、人間の都合で道を運ぶようでは神が働く事は出来ず、折角の勤めが空の勤めになってしまうから、気の毒なものや、可哀相なものや。
同じ一つのやしきに暮らして居ても、何事も神の思い通りに運ぼうとしなければ神の道から外れてしまい、どんな事を見て居るやら聞くやら分からないまま、年限の理ばかりが経つのや。)

年の中にも善き事ばかりやないで。めん／＼の身上であって身上でない。どんな堅いものでも、柔こうなる。どんな事話すやら知れん。

(人間の都合を後回しにして、真実誠の神一条の道を第一に運ぶ一年の中にも色々な事情が有るが、都合の良き事ばかりやないで。
思い通りにならない神の道を通り抜けて、これまでに積み重ねた間違いの理を改めなければならないからであるが、人間というものは、皆面々の身上であって面々の身上では無いから、創造主である神の思惑通りの道を通って、神の思惑通りの守護をしなければ助からないからやで。
何処まで行っても人間の思い通りに成らない神の道を、真実誠の天の救け道であると心得て、満足たんのうして通り抜けるなら、どんな堅い者でも柔こうなるのや。
結構な末代の道を通させたいから、すっきりと心を改めさせようとするのであるが、その為には、どんな苦しみの道を通させるやら、どんな難しい事を話すやら知れんで。) 

さあさあ話々、理を話する。我が身が我が身上なら思うようになる。なれど我が身上であって、分かる分からんというは、証拠というようなものや。ころっと取りようが違う。違うによりて、どうも仕様が無い。身上が分からんようになってから、どうもならん。

(さあさあ速やかに世界一列を救けたいばかりの真実誠の神の話々というは、神の代わりとなって世界中を支配する、理の働きを話するばかりやで。
人間の我が身が我が身上であるなら、どんな事も思うように成るであろう。
なれど、たとえ我が身上であっても、明日の事さえどうなるか分かる分からんというは、誰も皆自分の力では生きられない、かりものの証拠というようなものや。
身上に障りがあれば、何かが間違っていると思う心はころっと取りようが違うで。
神の思惑に反する理を積み重ねて来た事によって、通るに通れない時旬の理が来てしまったから、今ここで身上の理に変えて理を改めてやらなければ手遅れに成ってしまうという真実誠の神の思いと違うによりて、満足たんのうをして受け取る事が出来ないから、どうも仕様が無いのや。
どんな苦しみの道も、末永く人として連れて通して貰う為の真実誠の救け道であるから、満足たんのうをして受けとらなければ、通るべき先々の道が消えてしまうという事が分からんようになってしまい、救けてやる事が出来ない様になってからでは、どうもならんのや。
　
互い扶け合いやと、口で言うばかりなら、扶け合いとは言えようまい。真の心からの互い扶け合いは一度に受け取る。あれでは心が分からん。残念な／＼。どんな事を見るやら聞くやら、遠い所でもうこれどんな事情があるとても、身上が達者でなけにゃ取り返やし無い。

(互い扶け合いやと、口で言うばかりなら、真の扶け合いとは言えようまい。〈・・・人は皆自分では何も出来ないから苦しんでいるのであり、人の事を人の事と思わず、我が身に変えてでも救けようとする心は誠であり、誠は天の理であるから、直ぐに受け取り直ぐに返して下さる。そうして、互いが互いを扶け合う理一つによって人間は助かるのであり、結構な先々の道が開ける。人を救けて我が身助かる互い扶け合いの世界であるが、他に結構な道は無い事を、一日も早く気付かなければならない〉
真の心からの互い扶け合いは一度〈速やか〉に受け取るで。
人が苦しんでいれば、「何々が間違っているからこう成るのであって、ここの処をこう改めたらよいのではないか。」と言うが、あれでは、真実誠のをやの心が分からんと言うのや。
たとえ我が身に変えてでも人を救けようとする真の誠を受け取って、末代までも救けてやりたいというをやの心が分からんから、残念な／＼。
先々通るに通れない悪因縁があって、人を救けて我が身救けさそうと思うから、どんな事を見るやら聞くやら分からないのであり、どんな遠い所でも、もうこれどんな事情があるとても、互い扶け合いの理は皆受け取って結構に救けてやるのであるが、人間は皆身上が達者でなけにゃ何も出来ないのであり、取り返やしの付かない事に成ってからでは、どうしようも無いであろう。)

どのような不自由さそう、難儀さそうというような親は無い。なれど鏡やしき、心通り現われる。どんな立て合いがあるやら、これ知れん。立て合いと言えば、中には善き事もあるなれど、どんな事あるやら出るやら、これ知れんで。明日立て合いの理になりてから、どうも仕様が無い。

(どのような事も救ける模様ばかりであって、何の意味も無く、不自由さそう難儀さそうというような親は無いのや。
なれど、この世は何処まで行っても神の体であって鏡やしきの理であり、心通りの道が現われるのやで。
人間は皆天の理の働きが分からないから、自分では一生懸命やって居るつもりでも、どんな立て合い〈天理に反する事〉があるやら、これ知れんのや。
互い立て合いと言えば、互いに天理を尊ぶというような事も有って、中には善き事もあるなれど、天理に背く立て合いなら、先々どんな恐ろしい事があるやら出るやら、これ知れんで。
いずれは本道〈神様の一列支配の世界〉に成るのだが、明日からは明らかな本道が創まるから、人間の理を持ち運ぶ事は立て合いの理〈天理に背く理〉に成る、というようになりてからでは、どうも仕様が無いであろう。〈・・・末代の道の為の、真実誠の理の伏せ込みの時旬はもう終わってしまったという事に成るのであり、真実誠の種を蒔く事はもう出来ない。〉)
　
この道も一通り通りたるばかりで、人に笑われ、人に言われて、我が身不自由一ぱし間に合うてもあるなれど、三つ一つの理が現われてある。道のため万事心得のためまで、事情理を知らし置く。

(この道も未だ未だ始まったばかりであって、皆々が運ぶべき誠の道を、教祖が一通り通りたるばかりであり、世界導く元のひながたと成る為に、人に笑われ、人に悪口雑言を言われて、我が身不自由の道を通り抜けてきたからこそいまの道が有るのだが、その後の道を守る役としては、皆々も一ぱし〈一人前〉間に合うてもあるのや。
なれど、三つ一つの理〈①神様の御心に従って、世界救けの道の台と成って尽くすべく、教祖の後を慕おうとする真実誠の理。　②これから始まる神様の一列支配の道《ほんみち》を連れて通して頂く為には、誰も皆、長い年限の間に積み重ねた悪因縁の理を果たして頂き、速やかに神様の思惑に従う綺麗な心を取り戻して頂かなければならず、その為の三年千日の道《神様・教祖が手助けをして下さる胸の掃除の道》を自ら求めて運び、結構な末代の理を治めなければならない。　③その二つが道の理であるが、理は時と共に生きて居るのであり、定められた年限の内に治めなければ、二度と治まらないという事情を聞き分けて、何もかも捨てて、必死で親神様のふところに飛び込もうとする真実誠の心の理。〉の遅れが現われてあるのやで。
世界救けの道のため、万事の心得の為までに、事情理〈それぞれの道に対して、天然自然に現れて来る幾重の理の働き〉を知らして置く。)



明治二十七年三月四日　夜
刻限（この日四時頃より本席俄かに歯痛）
さあ、ウゝゝゝゝゝゝ、さあ／＼話し掛けるで／＼。詳しい話し掛けるから、筆に記してくれ。落ちたる処は尋ね返やすよう。どうも急いで知らしたい。なれど日々に遅れるばかり。今日までよう／＼勤まり、戻る者は近々の内戻ると言うて暇乞いして帰りた。これから風が変わる。風が変われば多くの中、事情だん／＼多くなれば、日々に運ばにゃならん。急がしなるも一つ。これまで事情を以て働いた理が回りたる。何程行きたいと言うて来られん。身上から出た者ばかり、中には一寸々々と言う者、何ぼあるとも分からん。年限相応の道である。心から道に染まりて来る。これから／＼あんな者なあ、あんな所なあ、阿呆らしいと言うた者が、国の心柱と成る。入り込んで了うから立ち帰る。今日と言えば今日、実の心どんな事も聞き分け。皆これまで事情さしづ、それ／＼皆伝えて、事情さしづを以て日々と言う。こんな事は、さしづ貰わいでもと言う。許した限りは何一つ粗相の無いのが、許した理や。一寸には分からん。なれど、心の理が違うから間違う。心安い。兄弟の理によりて扱う。早く抑えて了わにゃならん。兄弟の中曇り、靄掛かりありてはその日その日の害になる。朝からこれして昼からこうと言う。皆出来る。雨が何時降るやろう、風が何時吹くやろうという中に、中に／＼曇りあっては道のためやない。どんな事になるとも分からん。そこで諭し合い、何か治めてくれるよう。一寸あらあら話をし掛けるによって、これから日が経てば、席々々だん／＼席が重なって、どうもならん程重なる。席に事情身に障りあれば日々遅れる。どうか一つの理聞き流さんよう、しっかり心と心の理を寄せてくれ。又一つだん／＼頼む。一条の話はどうでもこうでも運んでくれるのが、恩とも言う又為とも言う。この理を聞き分けねばならん。水臭い話もあれば濃い話もある。これだけこうして、これはまあ放って置けと言う。明日日から運び、身に切なみあれば一席の事情とも分かろうまい。だん／＼伝えて、よう／＼追うてくれた。これでこそ何も思う事無い。暑い事もなけりゃ寒い事もなく、ちゃんとこれ一つ治まれば、すっきり世界澄んだるも同じ事、世界叢雲は無い。めん／＼所々、上見ようと思えば上見える。下見ようと思えば下見える。向こう見ようと思えば向こう見える。これ一つだん／＼決まりてくれるよう。

さあ、ウゝゝゝゝゝゝ、さあ／＼話し掛けるで／＼。詳しい話し掛けるから、筆に記してくれ。落ちたる処は尋ね返やすよう。どうも急いで知らしたい。なれど日々に遅れるばかり。今日までよう／＼勤まり、戻る者は近々の内戻ると言うて暇乞いして帰りた。
(さあ、ウゝゝゝゝゝゝ、〈・・・神様から分け与えて頂いた人間の魂は、人間創造以来、十分な掃除もしないで《果たしの道を通ろうともしないで》積み重ねて来たほこりの心で泥々に濁ってしまい、速やかに元の泥海に返さなければならない程、世界中が荒れ狂ってしまったのは事実である。そんな人間世界を救う為の、残された時間の猶予は少しも無く、一時も早くこの道に引き寄せられた者が教祖ひながたの道を運び、　《ひながたの道・・・たった一つの世界救け道であって、人間誰もが、末永く人として生き永らえる為の胸の掃除の道であるが、我が身勝手な心を使って親神様に心配を掛け続け、より多くの親不孝を積み重ねて来た道の者は、一時も早く理を聞き分けてひながたの道を運び、世界の道の台と成って尽くすより他に救かる道は無い。このままでは通るに通れない恩知らずの者に、最後のチャンスを与えて下さって居るのであり、いついつまでも人としてお連れ通り頂くか、牛馬と成って生まれ変わり、末代の果たしの道を通らなければならないか、最初で最後の心だめしの時旬である事が分からなければならない。私たちの通った道は、善きも悪しきも皆世界のひながたと成る。》　それを道の台として、世界中に同じ道を通すより外に世界救ける方法は無いが、神様がそれを明らかにされるなら、明らかな理が働いて、それが直ぐに実行される事に成る。素直に神様の御胸に飛び込む事の出来ない心の貧しい者が、安心安全に守り通して頂く事は出来ず、それどころか、たった一つの救け道からのがれようとしてもがき苦しみ、皆勝手に沈んでしまう事に成る。さりとて、何もしないで放って置く訳には行かず、速やかに真実の心を出して世界救けの為に尽くさなければ、我が身の救けの時旬にさえ間に合わなく成ってしまう事を、又救けようとしても、心一つ自由用の理を許してある限りは、自ら願い出なければ救けてやる事が出来ないもどかしさと、真実の心定めを待つより他は無い親神様の苦しい御胸の内を、言葉に表す事の出来ないうめき声によって、悟らそうとして下さる。〉
さあ／＼話し掛けるで／＼。どうでも聞き分けて運ばなければ、人として生き抜く事も出来ない重大な道であるが、段々と詳しい話しを仕掛けるから、取りこぼしの無いようしっかりと筆に記してくれ。又、成る程と承知の出来ない処や、話の落ちたる処は、さしづの理を以て諭すから、納得が行くまで十分に尋ね返やすよう。どうにも成らない時旬が迫っているから、急いで知らしたいのや。なれど人間というものはつい油断をして、日々に遅れるばかりである。　その証拠に、今日までの表向きの道の用事は、よう／＼〈かろうじて〉勤まりはしたが、何より先に運ばなければならない世界救けの道は、未だこれからであろう。
そんな中、一足先に立って道の為・世界の為に尽くそうとする者は、近々の内戻ると言うて暇乞いをして帰りたで。〈・・・己の不備を詫び、己の幸せを天に供える事によって、神様のお役に立たせて頂けるような澄み切った心に育てて頂きたいと願い出、暫らくの間のいとま乞いをして出直した〉) 
これから風が変わる。風が変われば多くの中、事情だん／＼多くなれば、日々に運ばにゃならん。急がしなるも一つ。これまで事情を以て働いた理が回りたる。何程行きたいと言うて来られん。身上から出た者ばかり、中には一寸々々と言う者、何ぼあるとも分からん。年限相応の道である。心から道に染まりて来る。

(道の為・世界の為を思い、身を投げ出して尽くす者がいればこそ、その誠真実を受け取って神が働く事が出来るのであるが、それによって段々と道が進み、これからは風が変わる事に成るのやで。.〈・・・世界中を支配している理の働きの抑止力を神様が再調整される事によって、世界を一変させる改革の嵐が、過去に何度も発生して来たが、これまでの社会情勢の改革とは次元が違い、速やかに神様の話を聞き分ける素直な心だけをこの世に残す為の、容赦の無い風が一人一人に向かって吹くように成る。〉
風が変われば、多くの中の残念な者〈神様を軽くして、自分の都合を第一に考える不徳な心を改められない者〉は、すっきりとこの世から片づけられてしまう事に成るが、そんな恐ろしい事情がだん／＼多くなれば、どうでもこうでも日々に、真実誠の神一条の道を運ばにゃならんように成るであろう。
急がしなるも一つの理〈間違いの根本原因である人間支配の道理をすっきりと止めて、新しい本道である処の、神様の一列支配の世界に改める為に、日夜休む事無く働き続ける天然自然順序の理〉の働きである。その日が来れば明らか鮮やかな理が働くように成り、これまでの、心通りの事情を以て働いた理が、善きも悪しきも皆回りたる事に成るのやで。
元々からこの道は神の思い通りの道であり、神が連れて来ない限りは、何程行きたいと言うても来られん道であろう。
皆身上から出て来た者ばかりであるが、中には、「恐ろしい道であって、容易に聞き分ける事の出来ない一寸々々の道である。」と言う者、何ぼあるとも分からん。なれども、年限相応の道である。風が変わって、誰も皆、神の思惑に沿わなければ通るに通れんという事が分かるように成れば、皆心から道に染まりて来るのやで。) 
これから／＼あんな者なあ、あんな所なあ、阿呆らしいと言うた者が、国の心柱と成る。入り込んで了うら立ち帰る。今日と言えば今日、実の心どんな事も聞き分け。皆これまで事情さしづ、それ／＼皆伝えて、事情さしづを以て日々と言う。
(これから／＼先は、「あんな者なあ、あんな所なあ、阿呆らしい。」と言うた者が、国の心柱と成るのやで。神が入り込んで、すっきりと胸の掃除をして了うから、澄み切った心に立ち帰るのや。
「今日からは真実誠の神様の道を通させて頂きたい。」と言えば、今日から連れて通すのであり、又「これからは、何もかも捨てて世界救けの為に尽させて頂きたい。」という澄み切った実の心を出すなら、どんな事も神が引き受けるという事情を聞き分けるが善い。
澄み切った真実の心を安心安全に連れて通す神一条の道である事は、皆これまでの事情のさしづによって明らかにし、それ／＼皆々にも伝えてきたが、如何なる事情もさしづ通りの理を以て運ぶなら、速やかと治まるのであって、日々尽くした真実誠の理が治まると言うのやで。)
こんな事は、さしづ貰わいでもと言う。許した限りは何一つ粗相の無いのが、許した理や。一寸には分からん。なれど、心の理が違うから間違う。心安い。兄弟の理によりて扱う。早く抑えて了わにゃならん。兄弟の中曇り、靄掛かりありてはその日その日の害になる。
(「こんな事はさしづ貰わいでも分かる。」と言う。たとえ分かっていても、心を新たにしてさしづの理を訪ね、さしづを以て神が許した限りは、何一つ粗相の無いのが許した理やで。勝手な人間の知恵や力を働かすから天理から外れるのであり、どんな事もさしづの理に従おうとしなければ、いずれ通るに通れん日が来るという事が、一寸には分からんのや。
皆正しい道を通ったと思うなれど、どんな事もさしづの理に従おうとしない勝手な人間の心の理が、神一条の道の心と違うから間違う事に成るのや。心安いのは良い事だが、第一に天理を立てようとしないから己の身が立たないのやで。
兄弟のような心安い理によりて道の理を扱うから、間違う事に成るのや。そんな軽々しい残念な心を、一日も早く抑えて了わにゃならんのやで。
例え兄弟の中であっても、神の理を第一に立てられない曇りの理や、もや〈濁り切った人間心〉でかすんで天理が見えない靄掛かり〈もやがかり〉がありては、その日その日の害になるで。)
朝からこれして昼からこうと言う。皆出来る。雨が何時降るやろう、風が何時吹くやろうという中に、中に／＼曇りあっては道のためやない。どんな事になるとも分からん。そこで諭し合い、何か治めてくれるよう。
(朝からこれして昼からこうと言う。神のさしづ通りの道なら皆出来る。雨が何時降るやろう、風が何時吹くやろうという中に、中に／＼曇り〈人間思案〉があっては道のためやないで。
道の為に成らないなら、先々どんな事になるとも分からんのや。そこで皆で諭し合いをし、何かの事もさしづ通りに治めてくれるよう。)
一寸あらあら話をし掛けるによって、これから日が経てば、席々々だん／＼席が重なって、どうもならん程重なる。席に事情身に障りあれば日々遅れる。どうか一つの理聞き流さんよう、しっかり心と心の理を寄せてくれ。
(これから先は、一寸やそっとではないあらあら話を仕掛けるによって、しっかりと聞き取ってくれるよう。
これから段々と日が経てば、真実誠の神の席々々が積み重なり、だん／＼席が重なって、どうもならん程重なる日が来るのやで。速やかに席〈真実誠の神の話〉に従う事の出来ない残念の事情があって、身に障りが出るような事があれば、日々の道が遅れる事に成るのや。
どうか、世界一列を速やかと救けたいばかりの一つの理を聞き流さんよう、しっかり聞き分けようとする一つの心と、聞き分けて道の為に尽くそうとする真実誠の心の理を寄せてくれるよう。)
又一つだん／＼頼む。一条の話はどうでもこうでも運んでくれるのが、恩とも言う又為とも言う。この理を聞き分けねばならん。
(又一つ、だん／＼と神の話を聞き分けて、世界の為に尽くす誠の道を運んでくれるよう頼むで。
「何を差し置いてでも親神様のお喜び下さる道を運ばせて頂こう。自分達の事は後回しにして、世界救けの為に尽くさせて頂こう。」というような一条の話は、長い間に積み重ねた残念の理の果たしの理であり、どうてもこうでも尽くさせて貰おうとして運んでくれるのが恩返しの道とも言うのであり、又末永く人として生き永らえる為には、無くてはならない真実誠の神一条の道とも言うのやで。この理を聞き分けねばならんのや。)
水臭い話もあれば濃い話もある。これだけこうして、これはまあ放って置けと言う。明日日から運び、身に切なみあれば一席の事情とも分かろうまい。
(大事な神の話を他人事のように思う水臭い話もあれば、何を差し置いてでも真っ先に駆け付けようとする濃い話もあるのやで。
「これだけはこうして置かなければならんが、これはまあ誰かがやるであろうから放って置け。」と言う。明日日からやるから大丈夫だと何事も先送りをし、身に切なみあれば、一席の事情〈そんな事ばかりしていては、通るべき先々の道が消えてしまう、と伝える真実誠の神の諭しの事情〉であるとも分かろうまい。)
だん／＼伝えて、よう／＼追うてくれた。これでこそ何も思う事無い。暑い事もなけりゃ寒い事もなく、ちゃんとこれ一つ治まれば、すっきり世界澄んだるも同じ事、世界叢雲は無い。
(だん／＼と神の思惑通りの道を運び、世上・世界に誠の道を伝えてくれるなら、よう／＼〈永々・・・何時までも変わらぬ心を持って長々と〉世界救けの誠の道を追うてくれた。これでこそ何も思う事は無い。これから先は、暑い事もなけりゃ寒い事も無く通れるように成るが、ちゃんとこれだけの道一つが治まれば、すっきりと世界が澄んだるも同じ事であり、世界を破滅に落とし入れるような叢雲〈そううん・・・群がる雲〉は、無い事に成るのやで。)
めん／＼所々、上見ようと思えば上見える。下見ようと思えば下見える。向こう見ようと思えば向こう見える。これ一つだん／＼決まりてくれるよう。
 (めん／＼の心次第、所々の道であり、上を見ようと思えば上が見える。下を見ようと思えば、限り無く下が見える。向こうを見ようと思えば、何処までも向こうが見える。これだけの心一つの道であるが、決して人に流される事無く、だん／＼と澄み切った心に改めて、世界救ける誠の道を貫こうとする精神を、一日も早く取り決まりてくれるよう。)




明治二十七年三月四日　十二時半頃
刻限御話
さあ／＼又話、変わりた話も出る。仕掛ける。さあ／＼まあこれまで／＼、何度何度くどう／＼話し掛ける。どんな事も日々通りて来たる処、まあどうなりこうなり、それ／＼思うて居る。その中話通り、さしづ通り早く取り決まりてくれ。これは今度の席、席延ばしてはならん。これまでは何度々々成り来た道なら立つやろう。皆皆実々の奔走すれば世界開けるやろう。どんな難しい処も連れて通りた。連れて渡した。もう一段の処で、大きな話に成ろうが、これ一つ話難しい。難しいと言えばどういう事と思う。物が中に入りたる間は蓋を開けたら分かる。中に何も無いようになれば何も分かろうまい。傍の分からぬ者は、世界分からぬは当たり前。もうこれ今度々々と聞き遁しはならん。事情集めて心の安心。早く事情を諭してやれ、諭してくれ。席に並んでも何ぼ十分話そうと思えど、声が出ん。その時どういうものとは更々思うなよ。いかな心も聞き合わせ。これ一つ難し。話聞き流し／＼も重なりてある。もうならんで。いつとは言わん。今と今どうせいとは言わん。話というは、時々話さんようでは口を失うて了う。大事な事である。今日席が席の場に直りて声が発せんと言えば、何も分かろうまい／＼。さあ十分安心さしてくれ。これだけ諭すから、今夜に話決まってくれ。よう聞き取ってくれ。

さあ／＼又話、変わりた話も出る。仕掛ける。さあ／＼まあこれまで／＼、何度何度くどう／＼話し掛ける。どんな事も日々通りて来たる処、まあどうなりこうなり、それ／＼思うて居る。その中話通り、さしづ通り早く取り決まりてくれ。これは今度の席、席延ばしてはならん。これまでは何度々々成り来た道なら立つやろう。皆皆実々の奔走すれば世界開けるやろう。
(さあ／＼又々話、変わりた話も出るで。仕掛けるやら分からん。さあ／＼まあこれまで／＼に何度も何度も伝えて、くどう／＼話し掛けるやら分からん事ばかりである。　どんな事も日々通りて来たる処の話であって、まあどうなりこうなりの道を通って来たと、それ／＼が思うて居る処の話である。
その中の神の話通り、さしづ通りの道に成るよう早く取り決まりをしてくれと言うのである。　これは今度の席〈これから始まる明らかな神一条の道〉の話であるが、これからは席を延ばし〈未だ私にはとても出来ないなどと言って、先送りをする事〉をしてはならんで。
これまでは十分に神の話を聞き分けて実践をし、何度々々も成り来た道なら皆立つやろう。　それをよく聞き分けて、皆皆で心を揃えて実々の奔走〈澄み切った真実の心を出して、世界救けの為に奔走努力する事〉をすれば、その心を受け取って神が十分に働く事が出来るのであり、それによって、世界中に真実誠の神一条の道が開けるやろう。)
どんな難しい処も連れて通りた。連れて渡した。もう一段の処で、大きな話に成ろうが、これ一つ話難しい。難しいと言えばどういう事と思う。物が中に入りたる間は蓋を開けたら分かる。中に何も無いようになれば何も分かろうまい。傍の分からぬ者は、世界分からぬは当たり前。もうこれ今度々々と聞き遁しはならん。事情集めて心の安心。早く事情を諭してやれ、諭してくれ。
(どんな難しい処も、これまでの間に連れて通りたで。連れて渡した。もう一段の処で、大きな話に成ろうが、これ一つ話〈教祖の後を慕って、一列の胸の掃除の為の、苦労艱難の三年千日の道を通り抜けて心を澄まし、世界の善き見本、真実誠の道の台と成って尽くす事〉が難しい。難しいと言えばどういう事と思うか。　物が中に入りたる間〈心の中に、神様の思惑通りの道を運ばせて貰おうという真実誠の理が治まっている間〉は蓋を開けたら〈さしづの理を訪ねたら〉分かる。　真実の理が何も無いようになれば、何も分かろうまい。人間の理ばかりに心を奪われて居る傍の分からぬ者は、世界救けの為に、一人先に立って尽くす真実誠の神一条の道である事さえ分からぬは当たり前や。　
もうこれからは、今度々々と聞き遁してはならんで。　誰も皆、世界の為に尽くそうとする真実誠の神一条の事情を集めてこそ、心の安心であろう。　一日も早く、結構な道は真実誠の神一条の事情より他には無い事を諭してやれ、諭してやってくれ。)
席に並んでも何ぼ十分話そうと思えど、声が出ん。その時どういうものとは更々思うなよ。いかな心も聞き合わせ。これ一つ難し。話聞き流し／＼も重なりてある。もうならんで。いつとは言わん。今と今どうせいとは言わん。
(神の話を聞き分けようと席に並んで居ても、実践をしなければ何もならん、何ぼ十分に話そうと思えど、声が出ん〈聞くだけ聞いて実践をしない嘘心の者に、真実誠の神の思惑は伝わらない〉。　その時どういうもの〈どういう事か分からない〉とは更々思うなよ。
いかな心も聞き合わせ〈聞いて合わせようとする真実の心一つに、分かるよう理が治まる〉一つや。　たったこれだけの一つの事が難しいのや。　今までは、真実誠の神の話を聞き流し／＼するも、重なり過ぎてあるのや。　もうこんな事ではならんで。　そんな心は道の為に成らんから、これから先はすっきりと片付けられてしまわにゃならんのや。　真実の心だめしの時旬であるから、何時とは言わん。今直ぐとは言わん、今どうせいとは言わんで。)
話というは、時々話さんようでは口を失うて了う。大事な事である。今日席が席の場に直りて声が発せんと言えば、何も分かろうまい／＼。さあ十分安心さしてくれ。これだけ諭すから、今夜に話決まってくれ。よう聞き取ってくれ。
 (話というは、互いに理解を深めたり問題を解決したりする為に尽くし合う事であり、真実誠の神の思惑を時々話さんようでは、口〈真実誠の神の思惑を伝える力〉を失うて了うで。　これはとても大事な事である。　今日席が席の場に直りて、声が発せんと言えば、誰も皆、何も分かろうまい／＼。　
さあ十分に話し合いをして神に安心さしてくれ。　これだけ諭すから、互いに真実誠の神の話をし、理解を深め合う事が第一だと、今夜に話決まってくれ。　よう聞き取ってくれ。)









明治二十七年四月三日　午後二時
刻限御話（但しまさゑ縁談の話）
さあ／＼一寸話して置く、さあ話して置く。話して置かにゃならん。一寸筆に書き留めてくれ。古い話は言うまでや。こういう道になりて来るとは分かろうまい。いつからなりたる分かろうまい。話にも伝えてある。ふでさきにも伝えてある。話一字々々の事情調べたら分かる。ふでの理に知らせたる処も皆分かる。何遍諭してもくる／＼と巻いて納うて置く。どうもならん。一年の処思やんしたら分かる。今年の事分かる。来年の事は分かろうまい。それを聞かず、神の道を一つも立てず、あっちの顔を眺め、こっちの顔を眺め、人間の義理を立てる。神の道とは言えようまい。又、思う／＼成る成らんの事情は、こういう事であると分かる分からんから、あちらこちらの顔を眺め、これでは一つの道とは言えようまい。いかな理を運び、皆心の理を寄せ。人間の心人間の道は要らん。これから一つの理を聞き分け。席の身を早くせにゃならん。席という、遠く所から招待なりたる処聞き分け。分からん中から、遠く海を越し山を越し谷を越し、何処の国から誰か頼んだやないのに、あちらこちら寄り来る。だん／＼理を積め。一年二年と言うたら分かる。晴れた理は世界曇る。晴れるは世界では分からん。曇る晴れる理まで諭してある。こうしたらよかろう尋ねず、先にあちらを眺め、こちらを眺め、事情を拵える。もう何ぼう日掛かりて居る。何人して運んで居る。恥ずかしい話や。世界並でも見てみよ。お前の処、こちらへくれんか。貰う。やろう。と言えば、それ切りであろう。運ぶ事情今日か明日か。両三日経ったやろうか。事情話し難くい。あちら事情眺め合いするから、理を外す。遠く招待の理もある。一寸暫くの処、じっとして置くがよい。身上もじっとして置くで。話持って往んだら恥ずかしいで。

さあ／＼一寸話して置く、さあ話して置く。話して置かにゃならん。一寸筆に書き留めてくれ。古い話は言うまでや。こういう道になりて来るとは分かろうまい。いつからなりたる分かろうまい。
(さあ／＼一寸やそっとでは無い重大な事を話して置く、さあ話して置く。後にも先にも無い一度限りの世界救け道やから、どうでも話して置かにゃならん。一寸の取りこぼしも無いよう、しっかりと筆に書き留めてくれ。　
教祖ひながたの道の古い話は、この世を創め出して以来、誰もが積み重ねて来た山のような残念の理を払って、結構な末代の道を治める為の真実誠の神一条の道であり、神が喜んで連れて通す心次第の道やから、「どうか私にも、ひながたの道を通させて下さい。」と、言うまでの事や。　それが、何時何時までも人として生かされる為のたった一つの道である事が分からないから、真実の心が定まらない、真実定まらないから天然自然順序の理が定まらない、順序の理が定まらないから何も始まらない、何の進歩も無い内に、年限の理だけが過ぎてしまうから道に遅れが生じ、こういう残念な道になりて来るという事は分かろうまい。　いつからこんな情けない道になりたるかも分かろうまい。)
話にも伝えてある。ふでさきにも伝えてある。話一字々々の事情調べたら分かる。ふでの理に知らせたる処も皆分かる。何遍諭してもくる／＼と巻いて納うて置く。どうもならん。
(神の思惑通りの道を運ぼうとする真実の心一つが定まれば、定まった心を受け取って胸の掃除をし、結構な先々の道が治まるよう連れて通すと、教祖の話にも伝えてある。ふでさきにも伝えてあるのや。　
そうして運ぶなら誠の理であり、誠であるなら、明らか鮮やかな理に守り育てられるから、誰も皆真実誠の神の思惑が分かるであろう。　尚その上にさしづの理を訪ね、話一字々々の事情を調べたら、〈一字一句の意味を調べて並べ上げ、神様の思惑通りの一筋の道に成るようまとめればよいのであるが、分からない処は他のさしづの理と照らし合わせ、神様の御心を求めて胸の内から聞き分けようとするなら、「ああ、そうだったのか。」という、確かな感動と共に教えて下さる。それでも分からない場合は、分からない処を胸にとどめて置き、朝に夕に思い浮かべるなら、ふと胸に浮かばして下さる。何より大切な事は、神様の教えだけは、どんな事も無条件で治めさせて頂く覚悟が定まって居なければ何も始まらず、治まる理は無い。〉　どんな難しい事も分かるで。　
ふでの理に知らせたる処も皆分かる。分かるよう胸の内より思案せよと何遍諭しても、くる／＼と巻いて納〈しも〉うて置く。それではどうもならん。)
一年の処思やんしたら分かる。今年の事分かる。来年の事は分かろうまい。それを聞かず、神の道を一つも立てず、あっちの顔を眺め、こっちの顔を眺め、人間の義理を立てる。神の道とは言えようまい。
(一年の処〈末永く人として生き永らえる為の世界救け道は教祖ひながたの道ただ一つであり、世界中の子供を導く為に、何もかも捨てゝ親神様の思惑通りに運ばれた教祖の一生涯〉を思やんしたら皆分かるのや。　
今年の事〈自分自信が運ぶべき今世の道〉も分かる。来年の事〈来世の事〉は分かろうまい。それを聞かず、神の道を一つも立てず、あっちの顔を眺め、こっちの顔を眺め、人間の義理ばかりを立てて持ち運んでいる。そんな事をして、つぶれる台ばかり拵えているようでは、とても真実誠の神の道とは言えようまい。) 
又、思う／＼成る成らんの事情は、こういう事であると分かる分からんから、あちらこちらの顔を眺め、これでは一つの道とは言えようまい。
(又、何処まで行っても人間の思うよう／＼に成る成らんという救けの事情は、こういう事である〈人間創造以来、可愛い子供を救ける為のたった一つの手段として大難小難の道を与えて下さる親神様に対し、「どうしてこんな事に成るのだろう。何が間違っているのだろう。何をすれば良いのだろう。これさえ治まれば。どうかこれだけは救けて頂きたい。」等と、受けた大恩を仇で返すような事ばかり願い、知らず知らずの内にこれ以上無い非道な悪因縁を積み重ねて来た親不孝の人間が、何時何時までも人として生き永らえる為には、通り返しの道を通るより他は無い。　何処まで行っても人間の思うように成らない果たしの道を通らなければならないが、その中を満足たんのうして運びさえすれば、山のような残念の理を少しずつ払って下さり、段々と澄み切った心を取り戻して下さる。又、苦しみの道に堪えて満足たんのう治める日々の理は、真実誠の道の台と成って世界救けの為に尽くす事が出来る。善きひながたと成って世界救けの為に尽くした理にのみ、結構な末代の理が治まる。という天然自然順序の道であり、それより他に結構という理は無い。〉という事が分かるようで分からんから、何時まで経っても神をそっちのけにし、あちらこちらの顔を眺めながら人間の義理ばかり運んで居る。これでは一つの道とは言えようまい。) 
いかな理を運び、皆心の理を寄せ。人間の心人間の道は要らん。これから一つの理を聞き分け。席の身を早くせにゃならん。
(いかな困難な理も、積み重ねた悪因縁を払って先々を救ける模様ばかりという事を聞き分けて、神の思惑通りの運びをするなら十分に神が働けるのであり、そうして働く皆々の心の理を寄せて、世界救けに掛かるのや。
どれだけ優れた人間の知恵や力が有ろうとも、有無を言わさず世界中を連れて通す事は出来ないのやから、人間の心や人間の道は皆要らんのや。　これだけの事から、一つの理〈これから始まる新しい神様の世界に置いて、末永く人としてお連れ通り頂く為には、どんな事も神様の思惑に従わなければならない。又、どれだけ人に笑われようと馬鹿にされようと、神様の教えだけは固く守り抜く強い精神が必要である〉を聞き分けるが善い。　
それだけの道である事をよく聞き分けて、席の身〈何もかもさしづ通りに運ぼうとする誠の心を定める事〉を早くせにゃならんで。)
席という、遠く所から招待なりたる処聞き分け。分からん中から、遠く海を越し山を越し谷を越し、何処の国から誰か頼んだやないのに、あちらこちら寄り来る。だん／＼理を積め。一年二年と言うたら分かる。
 (席〈真実誠の神のさしづ〉という、一足早くさしづの理を聞き分けて実践をし、世界救けの道の台と成って尽くして貰う為に、皆々遠く所から招待なりたる処〈世界中のあちらこちらから私達を招き寄せ、世界の道の台と成り、結構な末代の道を治めさそうとして下さる。〉を聞き分けるが善い。
何も分からん中から、皆々遠く海を越し山を越し谷を越して来たのであり、何処の国から来たかも分からず、誰か頼んだやないのに、あちらこちら寄り来るのや。思い通りに成らない真実誠の救け道によって段々と心を澄ますから、結構な先々の理を積めるように成るのやで。
一年二年〈一生涯・又一生涯〉と、生まれ変わり・生まれ変わりをしながら段々と胸の掃除をし、ようよう治まる真実誠の神一条の道と言うたら皆分かるであろう。) 
晴れた理は世界曇る。晴れるは世界では分からん。曇る晴れる理まで諭してある。
(世界中の大掃除に掛かる時は、明るい昼間の理に改めなければならないが、明らか鮮やかな理が働く晴れた理は、濁り心をすっきりと洗い流す大雨大風によって世界中が曇る事に成るのやで。　誰も皆逃れる事の出来ない大掃除によって、世界中が晴れ渡る理の有難さ結構さは、世界並の心では分からん。
速やかに神の思惑に従う事が出来ない道の現状が、世界に写るから世界中が曇るのだが、速やかに聞き分けて尽くす皆々の誠の理が揃えば、世界中の胸の掃除に掛かる事が出来るのであり、世界中が晴れ渡る事によって、かんろう台の理が治まるという理まで諭してあるのや。) 
こうしたらよかろう尋ねず、先にあちらを眺め、こちらを眺め、事情を拵える。もう何ぼう日掛かりて居る。何人して運んで居る。恥ずかしい話や。世界並でも見てみよ。お前の処、こちらへくれんか。貰う。やろう。と言えば、それ切りであろう。
(それを知らずに、多くの処では、こうしたらよかろう、ああしたらよかろうと勝手な人間思案ばかりして神に尋ねず、何より先にあちらを眺めこちらを眺め、人間の理ばかり立てて残念な事情を拵える。神のさしづ通りの道を運ぶのに、もう何ぼう日掛かりて居る。何人して運んで居る。恥ずかしい話や。
世界並でも見てみよ。縁談一つでも、良縁だと思えば、お前の処の娘こちらへくれんか、と、問うてみればよいのであって、貰う。やろう。と言えば、それ切りであろう。)
運ぶ事情今日か明日か。両三日経ったやろうか。事情話し難くい。あちら事情眺め合いするから、理を外す。遠く招待の理もある。一寸暫くの処、じっとして置くがよい。身上もじっとして置くで。話持って往んだら恥ずかしいで。
(余計な事を考えないで、速やかに神の思惑通りの道を運ぶ事情は、今日であろうか明日であろうか。　もう両三日〈当日をはさんだ前後三日〉も経ったやろうか。　じっと待つより他はない神の辛い事情というものは話し難くいで。結構な先々の理を治めさそうとして、胸の中へ入り込んで働いてやっても、あちらこちらの事情の眺め合いばかりして、神の理を後回しにするから理を外すのや。
そうであるから、遠く離れた世界中から招待の理〈誰も皆、真実の理が治まるか治まらないか分からないような事であるから、世界中を飛び回って、少しでも可能性の有る者を選んで道に招き寄せ、世界の為に尽くして貰えるよう、苦心算段をしてもてなす理。〉もあるのや。
何を聞いても神の話が聞き分けられないというなら、一寸暫くの処はじっとして置くがよい。明らかな理が働くようになるまでは、身上もじっとして置くで。話持って往んだら〈いんだら・・・これだけの話を聞きながら、何もしない内に時旬が過ぎてしまったら〉、世界救けの為の一時の神の道具として選ばれなかった者に対しても、恥ずかしい事やで。)



明治二十七年七月九日
刻限御話（事情済みの後にて）
さあ一寸一言尋ねる。言葉の理を諭する。事情だん／＼重なれば、だん／＼楽しみの道を運び来たる。どんな事情も運び来たる。又先々遠く所の間違い、どういう事もさしづを以ていかなる理も治まり来る。よう聞き分け。よう聞き取れ。日々の処切り無しに運んだる。心さえ勇んで運べば、こうと言えばこう、勇んだ心なら何も言う事要らん。今日々々と言うて居る。内々あれも困るこれも困る。皆それ／＼早く事情にたんのう。何の案じも無いと言う。安心一つの日を待ち兼ねる、ともさしづして置こう。


さあ一寸一言尋ねる。言葉の理を諭する。事情だん／＼重なれば、だん／＼楽しみの道を運び来たる。(さあ一寸一言尋ねる。言葉の理を以て諭する道であるが、聞き違いや心得違いは無いかと皆々の心に尋ねる。
苦しみの道を通りてこそ立つ道である。思いも掛けない苦しみの事情がだん／＼と重なれば色々と思い悩むであろうが、一時の苦しみの道によって救ける道やから、長い間に積み重ねて来た残念の理が少しずつ晴れて、段々と楽しみの道を運び来たる、という事に成るのや。)

どんな事情も運び来たる。又先々遠く所の間違い、どういう事もさしづを以ていかなる理も治まり来る。よう聞き分け。よう聞き取れ。
(どんな苦しみの事情も、救けたいばかりの真実誠の神の守護だと心得て満足たんのう治めて運び来たるなら、結構な先々の理が治まるで。
又先々の遠く所の、いずれ果たさなければならない間違いの理も、どういう事もさしづを以て日々変わらぬ一つの心で運べば、いかなる困難な理も治まり来るのやで。
さしづ通りの道を運ぶなら、どんな悪因縁があろうと、結構な末代の楽しみの道に変わるという事をよう聞き分けるが良い。
神の思惑通りの道を運ぶ事が出来ないと言うなら、末代の苦しみの道を運ばなければならないという事も、
よう聞き取ってくれるよう。)

日々の処切り無しに運んだる。心さえ勇んで運べば、こうと言えばこう、勇んだ心なら何も言う事要らん。今日々々と言うて居る。
(結構な先々の道が治まる原因は、日々の処を神の思惑通りに運び、切り無しに運んだるからやで。
どんな困難の中も、「神様のさしづ通りの道を運ばせて頂こう。」という、素直な心さえ勇んで運べば善いのであって、こうと言えばこう成るのであり、勇んだ心なら、何も言う事は要らんのや。
日々変わらぬ一つの心を持って真実誠の神一条の道を求め通る者は、「何事も今日が大事、今日が大事。」と、言うて居るのやで。)

内々あれも困るこれも困る。皆それ／＼早く事情にたんのう。何の案じも無いと言う。安心一つの日を待ち兼ねる、ともさしづして置こう。
 (神と一体と成って内々の道を通ろうとするなら、あれも困るこれも困るという事は無いで。
心一つの道である事をしっかりと聞き分けて、皆それ／＼が一日も早く心を改め、成って来る事情に満足たんのうすれば善いのや。
日々満足たんのうの理一つを運ぶなら、何の案じも無いと言うて置く。　安心をして、神にもたれて通る一つの日を待ち兼ねる、ともさしづして置こう。)




















明治二十七年七月三十日
刻限御話（前川梅三郎身上願後引き続きて）
さあ／＼先程事情にあら／＼諭したる。さしづどういう、よきさしづならそのまゝ治まる。さしづに跨がりは無い。もうであろうか／＼と思う程日が遅れる。いかなる事も延びる。又、さしづの理に言い難くい事も言うが、取り次ぎよい事言うは嬉しい。又、聞いて腹立つようではどうもならん。速やか分かる事を心の理を以て苦しみ残念々々。何処から出た事情、一時急く／＼心の理、こうしたらよかろうと、だん／＼尋ねて運ぶならさしづ通り治まる。日が延びたらどうもならん。難しい処から理が出る。これだけ先程からうずらを聞く。残念々々な事やなあ。今日より席に出なと言うた。今日限りの日であるか。これまで運んだ理は末代。取次次第の道である程に。取次を以て世界と言う。一時一寸知らしたる。一にはいずかた神は神の支配間違いと言えば間違い。席が無くなりゃ暗闇、一日劣れば三十日劣る。皆話し合い、心のさんげとも言う。刻限事情知らしたいなれど、それこれ事情のため諭されなんだ。うっかりは出けん程に。安心の道も早く運んで綺麗にして、それ／＼運ばにゃならん。あのくらいにしてあるに、何処に不足あるか。行こうと思えば行かれる、休もうと思えば休まれる。よう聞き分け。寒い中でも心通り、これは一つ安心なれど、よう聞き分け。一つの理、一つの理から心に曇りあれば楽しみがあるか。取り扱いの仕様によりて楽しむ。十分と思うて居る中に、心に掛かりてある。これ一つ治めてやらねば結構は無い。これ早く諭したい。間違いと言えば間違いになる程に。何ぼ堅く包み立てたものでも、心の理によりて崩れる。早く安心なる日を、暮らし／＼になりてある。千度より一度の理がこれならという安心さしてくれ。愛想の理が無けりゃ曇る。曇れば錆る。又、日々の運ぶ事情から早く諭してくれ。


さあ／＼先程事情にあら／＼諭したる。さしづどういう、よきさしづならそのまゝ治まる。さしづに跨がりは無い。もうであろうか／＼と思う程日が遅れる。いかなる事も延びる。
(さあ／＼先程の事情にあら／＼の理を諭したる。真実誠の神のさしづをどういうものに思うか、良きさしづならそのまゝ治まる。さしづに跨がり〈あちらにもこちらにもまたがるいい加減な理〉は無い。「結構な道に成るのはもうじきであろうか／＼。」と、思う程日が遅れる。いかなる事も、人間思案を働かせた分だけ神の道から外れ、日が延びる。)

又、さしづの理に言い難くい事も言うが、取り次ぎよい事言うは嬉しい。又、聞いて腹立つようではどうもならん。速やか分かる事を心の理を以て苦しみ残念々々。
(又、さしづの理には言い難くい事も言うが、取り次ぎよい事を言うは誰も皆嬉しい。又どんなさしづであろうと、聞いて腹が立つようではどうもならん。
どんな事もさしづの理に訪ねて聞き分けようとするなら速やかと分かる事を、濁り切った人間心の理を以て勝手な理を拵え、苦しみの事情を拵えるから残念々々。)

何処から出た事情、一時急く／＼心の理、こうしたらよかろうと、だん／＼尋ねて運ぶならさしづ通り治まる。日が延びたらどうもならん。
 (苦しみの事情は何処から出た事情かと言えば、	救け一条の一時の苦しみの道を恐れて、通りやすい勝手な道を急く／＼人間心の理から出るのだが、こうしたらよかろうかと、だん／＼神に尋ねて運ぶならさしづ通り治まるで。なれど、速やかに聞き分ける事が出来ず、日が延びてしまったらどうもならん事に成る。)

難しい処から理が出る。これだけ先程からうずらを聞く。残念々々な事やなあ。今日より席に出なと言うた。今日限りの日であるか。これまで運んだ理は末代。取次次第の道である程に。取次を以て世界と言う。
(一時の処は通り難い難しい処から、結構な先々の理が出るのやで。これだけ諭しても、先程からうずらを聞く〈苦労艱難の中に結構な先々の理が有ると説く真実誠の神の道と、その場しのぎな楽な事ばかり求める濁り切った人間の道とがごちゃごちゃに混じった、うずら《鶉》模様の濁り道のように思って聞いて居る〉。残念々々な事やなあ。
そんな事であるから、今日より席〈さしづどおりの道〉一条の心に改め、そこから一歩も出るなと言うたのや。　　　　　　
今日限りの日〈道の理〉であると思うか。これまで運んだ理は末代の理に受け取っている。受け取る心次第の道であるから、取次次第の道である程に。速やかに聞き分けて実践をする真実誠の取次を以て、世界中に道が広がると言うのや。)

一時一寸知らしたる。一にはいずかた神は神の支配間違いと言えば間違い。席が無くなりゃ暗闇、一日劣れば三十日劣る。皆話し合い、心のさんげとも言う。
(それだけの事を一時も早く知らしたいから、ほんの一寸の困難な事情によって知らしたるのや。一つには、いずかたの神の守護は神の支配間違いと言えば、それが間違いの元である。
席〈さしづ〉が無くなりゃ暗闇であり、それによって一日劣れば、三十日も劣るのや。皆で話し合いをして、さしづどおりの道に改めるなら心のさんげとも言う。)

刻限事情知らしたいなれど、それこれ事情のため諭されなんだ。うっかりは出けん程に。安心の道も早く運んで綺麗にして、それ／＼運ばにゃならん。
(それだけの事を刻限事情にて早く知らしたいなれど、それこれの残念な事情の為に諭されなんだ。諭す事が出来なくて何も分からなくても、時間という理は刻々と進んでいるのであって、何時明らかな理が働くように成るやら分からんから、「何も無いから大丈夫。」などと、うっかりは出けん程に。
何時如何なる時も神にもたれて通る安心の道も早く運んで、心を綺麗にして、それ／＼が真実誠の神一条の道を運ばにゃならんのや。)

あのくらいにしてあるに、何処に不足あるか。行こうと思えば行かれる、休もうと思えば休まれる。よう聞き分け。寒い中でも心通り、これは一つ安心なれど、よう聞き分け。一つの理、一つの理から心に曇りあれば楽しみがあるか。取り扱いの仕様によりて楽しむ。十分と思うて居る中に、心に掛かりてある。これ一つ治めてやらねば結構は無い。これ早く諭したい。
(通るに通れん中を大難小難の理でしのがしてやり、わずかな真実を大きく受け取って大きく返してやり、あのくらいにしてあるに、何処に不足があるか。道は皆心次第であって、行こうと思えば行かれる、休もうと思えば休まれるのや。
よう聞き分け。寒い中でも心通りに連れて通すのであって、満足たんのうの心さえ有ればどんな中も守り通してやるから大丈夫であり、これは一つの安心の理なれど、よう聞き分け。誰も皆結構に救けてやりたい一つの理であるが、勝手な人間心の一つの理から、心に曇り〈速やかに神様の思惑を受け取れない残念の理〉があれば真実の理は働かず、そんな事で楽しみの道があるものか。
皆それぞれの、天の理の取り扱いの仕様によりて道を楽しむ事が出来るのや。十分な道だと思うて居る中に、余計な心配をして心に掛かりてあるのや。これ一つを治めてやらねば、本当の結構は無いで。たったこれだけの事を一日も早く諭したいのや。)

間違いと言えば間違いになる程に。何ぼ堅く包み立てたものでも、心の理によりて崩れる。早く安心なる日を、暮らし／＼になりてある。
(成って来る理はすべて真実誠の救けの理であって、ただ一つ正しい道であるが、間違いと言えば間違いになる程に。何ぼ堅く包み立てたものでも、受け取る心の理によりて崩れるのや。
成って来る理をすべて満足たんのうして受け取って、早く安心なる日を取り戻さなければ、その残念な心通りに、暮らし／＼〈楽しみの理の無いその日暮らしの道〉になりてあるのや。)

千度より一度の理がこれならという安心さしてくれ。愛想の理が無けりゃ曇る。曇れば錆る。又、日々の運ぶ事情から早く諭してくれ。 
(千度の外れ道より、一度の真実誠の心定めの理が大事であり、これなら大丈夫という安心を一日も早くさしてくれ。
愛想の理〈神様の守護を満足たんのうして受け取る誠の理〉が無けりゃ曇る〈真実の理は働かない〉。曇れば錆る〈心が一段と悪化をして修復が出来なくなってしまう〉。又道は待った無しであり、日々の運ぶ事情一つから、それぞれの末代の運命が定まって居るという現実を、一日も早く諭してくれ。


















明治二十七年九月二十一日（陰暦八月二十二日）夜十二時五分
刻限（但し飯降まさゑ縁談一条に付）
さあ／＼まあ／＼長い間何かの処分からん／＼。暇が要てどもならん。さしづをせずして運べば、思うように出来やせん。間違うよって日が経つ。どうもならん。何かの処間違う。年限を人々数えりゃ、何時これまでどんな事、何時一寸出来たら取り返やす事出来やせん。月変わる、日が変わる。間違った道通れば何も分からん。それで、難しいなってどもならん。そこでころっと変えて、刻限を以て知らすと言うて置いた。縁談ぐらい刻限とは、どういう事であろうと思う処、縁談刻限で知らせば、皆不思議に思う。なれど、難しいなって分からんから、刻限で知らす。これから日々忙わしくなる。忙わしうなっては、どれから始まった。最初は暇で／＼ならんと言うた事もある。伏せ込んだいんねんと言う。それより日々働かせてある。安心さゝにゃならん。安心の心もどうもありゃせん。口でこそ大切々々と言うても、どうもならん。思うよう出来やせん。安心さしてこそ大切。何も大切の理はありゃせん。これではどうもならん。日々もうであろうかと思う処は、どうも成らん。最初間違う事運べば、どうもならん。延びるばかりや。最初話が、事情皆踏み間違うた。何日放って置いた処が仕様が無い。そんなら、さしづを以て人体見分けて誰と、さしづの出来るものやない。三年五年経った処が、どうも仕様が無い。日々つかえて／＼なか／＼つかえて／＼仕様無い。日々の処障りが付けてある。遠く所から待って居る。待たしてならんから、無理々々運ばして居る。これでは放って置けんと思う者も、一人なとありそうなものや。毎日夕景から心がすっとする。今日も夕景から心がすっとした。又明日も一席なとさそうと思うから、夕景から心が勇む。これまでの処は、皆どうなるぞ。もう、どうでもならん、どもならん人と言うた日から、席と直った処を思てみよ。皆頼りにして、皆席と直して、日々の処さしづをして居る。一日の処取り扱いも分かりそうなものや。夜も寝ずと寄り合うても、間違った事して居るから、何もならん／＼。年の何箇月も放っといて置かにゃならん。縁談というは、そう難しいようなものやない。一人があれと言うた処が行くものやない。あれとこれと心寄り合うがいんねん、いんねんなら両方から寄り合うてこうと言う。いんねんがありゃこそ、これまで縁談一条皆治まって居る。これ成程と、これよう聞き分けて置かにゃならん。あちらが留守、こちらが留守となりゃ仕様無い。よって直ぐとこれだけ早よう運び掛けてくれ。今夜はこれだけの事話して置く。

さあ／＼まあ／＼長い間何かの処分からん／＼。暇が要てどもならん。さしづをせずして運べば、思うように出来やせん。間違うよって日が経つ。どうもならん。何かの処間違う。
(さあ／＼まあ／＼の道を通りながら、長い間の年限をどうなりこうなり過ごして来た処であるが、真実誠の神一条の道は未だ／＼であって、何かの処も分からん／＼。結構な末代の道を通させてやりたいが為に、ほんの一寸の苦しみの道を通させてやろうとしても、人間というものはその場限りの都合の良い道ばかり運ぼうとするから、そんな残念な心を掃除する為の暇が要ってどうもならんのや。
神が支配する神の道やから、神のさしづを守ろうとせずして運べば何も思うように出来やせん。肝心な処を間違うによって、余計な日が経つ。何の進歩も無いまま日にちばかりが過ぎてしまい、道に遅れが生ずるからどうもならん事に成る。苦しみの道を通りてこそ立つ、という天の理が分かって分からないから、何かの処も間違う。)

年限を人々数えりゃ、何時これまでどんな事、何時一寸出来たら取り返やす事出来やせん。月変わる、日が変わる。
(ここまでの年限を数え、道に関わって来た多くの人々を数えりゃ、どれだけ結構な道が出来たやら知れんという処であるが、何時まで経っても真実誠の神一条の道は見えず、これまで教えたどんな事も無駄に成ってしまうような事であって、いったい何時に成ったらほんの一寸の苦労艱難の道が運べるかという処であるが、時旬が変わって新しい本道が出来たら、過ぎ去ってしまった真実誠の種蒔きの時旬の理を、二度と取り返やす事は出来やせんのや。真実の伏せ込みも出来ず、残念の理ばかり積み上げている間にも月〈人間の生涯を一年とするなら、月はその中の区切りの理であって、一度限りの時旬の理〉は変わり、時旬が変われば、日〈それぞれが通るべき日々の道〉が変わるのや。)

間違った道通れば何も分からん。それで、難しいなってどもならん。そこでころっと変えて、刻限を以て知らすと言うて置いた。縁談ぐらい刻限とは、どういう事であろうと思う処、縁談刻限で知らせば、皆不思議に思う。なれど、難しいなって分からんから、刻限で知らす。
(神の思惑から外れた間違った道ばかり通って居れば、真実の理は何も分からんままや。それで道が遅れ、難しい事に成ってしまうからどうもならんのや。
そこでころっと理を変えて、どうでも聞き分けようとする誠の理が無くても、明らか鮮やかな理が働く刻限の理を以て知らすと言うて置いたのや。縁談ぐらいの事で刻限の理とはどういう事であろうと皆思う処であり、実際に縁談一つを刻限で知らせば、皆不思議に思うであろう。なれど、もっと難しい事になってからではどうなる事やら分からんから、成らん先に、縁談の理を以て刻限の理で知らすのや。)

これから日々忙わしくなる。忙わしうなっては、どれから始まった。最初は暇で／＼ならんと言うた事もある。伏せ込んだいんねんと言う。それより日々働かせてある。
(これから先は段々と理が迫り来るから、日々忙わしくなる。忙わしうなってからでは間に合わんから、今の内に伏せ込んで置かねばならんのだが、この道はどれだけの真実から始まったと思うか。
道の最初は寄り付く者も無く、暇で／＼ならんと言うた事もある。その中で伏せ込んだいんねんと言う。それより真実誠の道の台として日々働かせてあるという事を、よう聞き分けねばならんで。)

安心さゝにゃならん。安心の心もどうもありゃせん。口でこそ大切々々と言うても、どうもならん。思うよう出来やせん。安心さしてこそ大切。何も大切の理はありゃせん。これではどうもならん。
(時旬が変わり、今の時旬は、どんな真実の理を伏せ込む為の時旬かと言えば、誰も皆満足たんのうの理を治めるなら結構な先々の道が治まるのやから、その為の道の台と成って伏せ込んで貰う為に、皆々に安心〈満足たんのう〉さゝにゃならんのや。
神の教え通りの道が運べないというなら、安心の心もどうもありゃせん。口でこそ道が大切々々と言うても、行いに違いが有ってはどうもならん。
いかな苦しみの道も満足たんのうして通り抜ける誠の理が無ければ、何も思うように出来やせんのや。どんな中も結構と、日々心に安心さしてこそ道の為に大切な理であるから、安心安全に守り通してやらなければ成らないのや。大難を小難でしのがせてやる為の、ほんの一寸の苦しみの道に満足たんのう治められないようでは、何にも大切の理はありゃせん。これではどうもならん。)

日々もうであろうかと思う処は、どうも成らん。最初間違う事運べば、どうもならん。延びるばかりや。最初話が、事情皆踏み間違うた。何日放って置いた処が仕様が無い。そんなら、さしづを以て人体見分けて誰と、さしづの出来るものやない。三年五年経った処が、どうも仕様が無い。日々つかえて／＼なか／＼つかえて／＼仕様無い。
(日々の道に置いて、結構な守護を頂けるのはもう直ぐであろうかと思う処は、どうも成らんで。思うように成らん中の満足たんのうの誠の理が治まらなければ、真実の種は何も無いのであって、最初に間違う事を運べば、どうもならんのや。又蒔いた種が有っても、埋めた種を途中でほじくり返すような事をすれば理は育たないのであり、道は延びるばかりや。
道の最初の話が、誰も通るに通れない苦労艱難の道ばかりであったから、その事情を恐れて皆踏み間違うたのや。
このまま何日放って置いた処が、速やかに聞き分けて働く者が無ければ、どうもこうも仕様が無い。そんなら、さしづを以て人体見分けて、誰と誰とがどうこうなどとさしづの出来るものやない。何も出来ないうちに三年五年経った処が、どうも仕様が無い。日々の道がつかえて／＼先へ進めないのであるが、「どうでもやらせて頂きたい。」という澄み切った真実の心がなか／＼定まらないから、道がつかえて／＼仕様が無いのや。)

日々の処障りが付けてある。遠く所から待って居る。待たしてならんから、無理々々運ばして居る。これでは放って置けんと思う者も、一人なとありそうなものや。毎日夕景から心がすっとする。今日も夕景から心がすっとした。又明日も一席なとさそうと思うから、夕景から心が勇む。
(先に立って道に尽くすべきたましい因縁の者には、日々の処にて障りが付けてある。何も分からなくても、たましいは知って居るから、遠く所から待って居るのや。待たしてならんから、無理々々運ばして居る。澄んだ心で道の為・世界の為を思えば、誰も皆運ぶべき誠の道が分かるはずであり、これでは放って置けんと思う者も、一人なとありそうなものや。
毎日夕景〈ごちゃごちゃした人間の理が行き交う昼間の理が終わり、静かな夕方の理になって心が落ち着く理〉から心がすっとするのや。今日も夕景から心がすっとした。又明日も一席なとさそうと思うから、夕景から心が勇むのやで。)

これまでの処は、皆どうなるぞ。もう、どうでもならん、どもならん人と言うた日から、席と直った処を思てみよ。皆頼りにして、皆席と直して、日々の処さしづをして居る。一日の処取り扱いも分かりそうなものや。夜も寝ずと寄り合うても、間違った事して居るから、何もならん／＼。年の何箇月も放っといて置かにゃならん。
(これまでの処は、皆勝手な人間の理ばかり持ち運んでいるが、こんな事ではこの先どうなるぞ。これから始まる真実誠の神一条の道に置いては、もう人間の思うようには成らんのであり、どうでも神の思惑に従わにゃならんのや。
道の始めは寄り付く者も無く、どうもならん中を、たった一人で道に尽くした誠の人と言うた日から、神のさしづを伝える本席と直った処を思ってみよ。今は皆が頼りにして居るのであって、皆に席〈神様のさしづ〉を伝える誠の人と直して、日々の処のさしづをして居る。それを考えたら、一日の処の心の取り扱い方も分かりそうなものや。
夜も寝ずと寄り合うても、間違った事ばかりして居るから何もならん／＼。何も成らんから、年の〈それぞれの一生涯の内の〉何箇月〈それぞれの心を受け取る為の、いくつかの時旬の理〉も放っといて置かにゃならんのや。)

縁談というは、そう難しいようなものやない。一人があれと言うた処が行くものやない。あれとこれと心寄り合うがいんねん、いんねんなら両方から寄り合うてこうと言う。いんねんがありゃこそ、これまで縁談一条皆治まって居る。これ成程と、これよう聞き分けて置かにゃならん。
(縁談というは、そう難しいようなものやない。一人が、あれとこれと結び付けようと言うた処が、簡単には行くものやない。あれとこれと心寄り合うがいんねんであり、いんねんなら両方から寄り合うてこうと言う。いんねんがありゃこそ、これまで縁談一条皆治まって居るのであって、何も心配する事は無いのや。
これだけの事を成程と心に治めて、心に思い当たる縁が有れば、速やかに話を持ち出す事が出来る様、これをよう聞き分けて置かにゃならん。)

あちらが留守、こちらが留守となりゃ仕様無い。よって直ぐとこれだけ早よう運び掛けてくれ。今夜はこれだけの事話して置く。
(あちらが留守、こちらが留守となりゃ仕様が無いのであって、縁が無いと悟れば良い。後は天然自然の理に任せればよいのであって、何も案ずる事は無いのであり、よって直ぐとこれだけの心を治めて、早よう運び掛けてくれ。今夜はこれだけの事を話して置く。)


明治二十七年十一月十三日　午後二時
刻限御話
さあ／＼一寸話し掛ける／＼。話し掛けたら、どうでもこうでも運び切らにゃならん。どういう事運び切る。数々つかえてある。何も分からん。ほんの一通り一寸の道をこうと言うて居る。前々まえ／＼すっきり掃除、夜さえ明けたら働かしてある。席に安心させば直ぐに治まる。さしづと言う。取りようによりて間違う。何が早いと言うても、さしづより早い理は無い。どんな事も暇が要る。暇の要らんさしづするから、よう聞き分け。日々夜さえ明けたら、どうでもこうでも運ばさにゃならん。一日休めば、めん／＼の心で、思わいでもよい事思う。どうも聞き難くい、見難くい。その場／＼の理が迫れば、身上も迫る。これだけこうしてあるのに、何が不足と思う。心が寄らんから、日々日々身上変わりて切なみ。この話し掛けたら、否と言えばそのまゝ、否応は言えようまい。それこれ年限は余程経ってある。もうこれ何箇年経ってある。中に席と言うて理を寄せたる。効無き理は寄せてない。早よう分かるように諭すから、しっかり聞き取ってくれ。さあ／＼よう聞き分けて、もう身上速やかなれば、思わく通り述べて下され。何遍尋ねようと思えど、さしづがあった、と何か不自由の処があるか、何ぞ心の思い残りあるか、心に澄まん処があるか、どうぞ言うて下されと尋ねて、それから取り扱うと言う。この理は必ずの理に背きはせぬと、どんな事でも守りまする。今日のさしづは、なか／＼の理である程に。これまで数々さしづの中に、こういう諭はした事あろうまい。これよう聞き分けて置け。


さあ／＼一寸話し掛ける／＼。話し掛けたら、どうでもこうでも運び切らにゃならん。どういう事運び切る。数々つかえてある。何も分からん。ほんの一通り一寸の道をこうと言うて居る。前々まえ／＼すっきり掃除、夜さえ明けたら働かしてある。席に安心させば直ぐに治まる。
(さあ／＼一寸一言話し掛ける／＼。真実の話を神が仕掛けたら、人間は皆どうでもこうでも運び切らにゃならんのや。どういう事を運び切るのかと思うであろう。数々の道がつかえてあるから、速やかに聞き分けて運ばなければならないと言うだけの事や。人間は皆事の重大さを何も分からん。ほんの一通りの、ほんの一寸の苦労艱難の道を諭して、こう〈たったこれだけの事を聞き分けて濁り切った胸の掃除をしなければ、末永く人として生き永らえる事は出来ない〉と言うて居るのや。
いついつまでも人として生かせて貰う為には、前々の教祖ひながたの道を運ばせて貰うより他には無いと聞き分けて、まえ／＼より真実定めて運んですっきりと胸の掃除をし、夜〈何も分からない暗闇の道〉さえ明けたら、真実誠の神の道具として働かしてあるのや。席〈世界一列救けのさしづの理〉に安心させば、何かの事も直ぐに治まる。)

さしづと言う。取りようによりて間違う。何が早いと言うても、さしづより早い理は無い。どんな事も暇が要る。暇の要らんさしづするから、よう聞き分け。日々夜さえ明けたら、どうでもこうでも運ばさにゃならん。一日休めば、めん／＼の心で、思わいでもよい事思う。どうも聞き難くい、見難くい。その場／＼の理が迫れば、身上も迫る。
(明らか鮮やかなさしづと言う。鮮やかな理であればこそ、取りようによりて間違う。何が早いと言うても、さしづより早い理は無いで。普通なら、どんな事も、物事が成って来る為には暇が要る。暇の要らんさしづをするから、よう聞き分けてくれ。
日々の道で、夜〈何も分からない暗闇の道〉さえ明けたら、どうでもこうでも真実誠の神一条の道を運ばさにゃならんのや。一日でも神の道を休めば、めん／＼の心で、思わいでもよい事を思う。それではどうも聞き難くい、見難くい。その場／＼の理が働いて、「こんな事をしていたら先々の道が危ない。」と迫って来れば、身上も迫るのや。)

これだけこうしてあるのに、何が不足と思う。心が寄らんから、日々日々身上変わりて切なみ。この話し掛けたら、否と言えばそのまゝ、否応は言えようまい。
(これだけこうして〈結構な末代の道を通させようとして隅から隅まで心を尽くして〉あるのに、何が不足と思うか。「神様の思惑に沿わせて頂きたい。」という真実の心が寄らんから、日々日々残念の理が積もり重なり、身上の理に変わりて切なみに成るのや。
この話しを仕掛けたら、誰も皆知らん顔しては居られんのだが、一寸の苦しみの道に変えて救ける真実誠の神の守護を、いやと言えばもうそのまゝ〈もう救いの手は差し伸べない〉にして置くより仕方がないのであり、少しでも助かりたいと思うなら、どんな事にも否応は言えようまい。)

それこれ年限は余程経ってある。もうこれ何箇年経ってある。中に席と言うて理を寄せたる。効無き理は寄せてない。早よう分かるように諭すから、しっかり聞き取ってくれ。
(この道の創めから、それこれ年限は余程経ってある。もうこれ何箇年も経ってある。中〈世界一列の救けの道の中心〉に席〈神様のさしづ〉と言うて理を寄せたるのや。効無き理〈何の効果も無い理〉は寄せてない。速やかに聞き分けようとするなら、早よう分かるように諭すから、しっかり聞き取ってくれ。)

さあ／＼よう聞き分けて、もう身上速やかなれば、思わく通り述べて下され。何遍尋ねようと思えど、さしづがあった、と何か不自由の処があるか、何ぞ心の思い残りあるか、心に澄まん処があるか、どうぞ言うて下されと尋ねて、それから取り扱うと言う。この理は必ずの理に背きはせぬと、どんな事でも守りまする。
(さあ／＼よう聞き分けて速やかに実践をし、もう身上速やかなれば何の不安も無いであろう。神を信じ切って、「どうぞ神様、どんな事も思わく通り述べて下され。」という事に成るであろう。
それだけの澄み切った真実が定まらず、何遍尋ねようと思えど実行出来ないようではどうしようもないが、「こんなさしづがあったから。」と、速やかに聞き分けて実践するなら、何か不自由の処があるか、何ぞ心の思い残りがあるか、心に澄まん処があるか、「神様どうぞ言うて下され。」と、自ら尋ねてこそ道であり、それから真実誠の神一条の道を取り扱うと言うのや。
この理は、必ず必ずの理に運んで、どんな事にも背きはせぬという理であり、どんな事でも守りまするという誠天の理である。)

今日のさしづは、なか／＼の理である程に。これまで数々さしづの中に、こういう諭はした事あろうまい。これよう聞き分けて置け。
(今日のさしづは、なか／＼の理である程に。これまでの数々のさしづの中に、こういう諭しはした事あろうまい。たったこれだけの道である事を、よう聞き分けて置け。)


明治二十七年十一月十三日　午後五時
刻限御話
あちらへ往ぬ／＼／＼、あちらへ往ぬのやわいや／＼／＼／＼。

又暫くして
あちらへ往ぬのや／＼／＼、あちらへ往ぬのやわい／＼。

又暫くして
あちらへ往ぬのや／＼／＼、あちらへ往ぬのやわい／＼。
さしづと寿命と引き換えやで／＼。さあ／＼あちらへ往ぬという理は、分かろうまい／＼。どんな事も尋ね、泥かいばかりの道を運んで居るからどんならん。間違うたらどうするぞ。さしづと寿命と引き換えるというは、なか／＼の理やで。これまで間違うたさしづはあるか。どんな事なりと尋ね掛け、答え掛け。さあ／＼今一時の話、一寸さあ／＼あちらへ往のうという事が分かろうまい。往のうというは、何故やろうと思うやろう。日々結構に取り扱うて貰い、多分に物を与えて貰い、一夜一夜の楽しみ、日々これまで運んで来たる。又一つにはだん／＼事情が重なり、とんとどうもならん。二つ三つ事情が日々曇りとなる。一日送りに送り、どうしたものであろうと、思い／＼送りて居る。又一つ、もうこれ一時放って置けん事がある。心の間違いよりあちらにも世話、こちらにも厄介、それに又一つどうも思い／＼、身上の処も三日になる。これよう聞き分けてくれ。


あちらへ往ぬ／＼／＼、あちらへ往ぬのやわいや／＼／＼／＼。
(あちらへいぬ〈神様から心が離れて自分勝手な道を通ろうとする〉／＼／＼から、あちらへ往ぬ〈大事な救け道が何処かへ行ってしまう〉のやわいや／＼／＼／＼。)

あちらへ往ぬのや／＼／＼、あちらへ往ぬのやわい／＼。
(天の救け道を聞き分けて運ぶ事が出来ないから、あちらへ往ぬ〈濁り切った胸の掃除が出来ない〉のや／＼／＼、何時まで経っても心を澄ます事が出来ないから、あちらへ往ぬ〈末永く人として生きられなくなってしまう〉のやわい／＼。)

あちらへ往ぬのや／＼／＼、あちらへ往ぬのやわい／＼。
さしづと寿命と引き換えやで／＼。さあ／＼あちらへ往ぬという理は、分かろうまい／＼。どんな事も尋ね、泥かいばかりの道を運んで居るからどんならん。
(多くの者が、通り難い神の道を恐れてあちらへ往ぬ〈通り良い人間の道ばかり運ぼうとする〉のや／＼／＼、生かされている大恩を忘れて勝手な道を通ろとするから、あちらへ往ぬ〈心通りに牛馬と成って生まれ変わらなければならない〉のやわい／＼。
救けてやりたいばかりの真実誠の神のさしづと、心通りに生きる人間の寿命とは引き換えやで／＼。
さあ／＼あちらへ往ぬ〈神様から心が離れれば、誰も皆人として生きていく事は出来ない〉という恐ろしい理は、分かろうまい／＼。
どんな事も尋ねて教えられながら、泥かいばかりの道〈泥交いばかりの道・・・欲と埃ばかりが交差する恩知らずの道〉を運んで居るからどんならんのや。)

間違うたらどうするぞ。さしづと寿命と引き換えるというは、なか／＼の理やで。これまで間違うたさしづはあるか。どんな事なりと尋ね掛け、答え掛け。
(間違うたら〈末代までも、牛馬となって生まれ変わらなければならないような事になったら〉どうするぞ。
真実誠の神のさしづと、心通りに生かされる人間の寿命と引き換えるというは、なか／＼の味わい深い理やで。
これまでの処で、少しでも間違うたさしづはあるか。
どんな事なりと尋ね掛けたら、どんな事も真実に答え掛けているであろう。) 

さあ／＼今一時の話、一寸さあ／＼あちらへ往のうという事が分かろうまい。往のうというは、何故やろうと思うやろう。
(さあ／＼今一時の苦労艱難の道を自ら求めて運ぶ事によって心を澄まし、結構な末代の理を治めようという真実誠の神一条の道であるが、ほんの一寸の苦しみの道によって、さあ／＼あちらへ往のう〈山のように積み重ねた残念の理に別れを告げて、結構な末代の道を運ぼう〉という事が分かろうまい。
分かるどころか、日々真面目に働いて居るのに、往のう〈今一時の結構を天に供えて、果たしの為の苦しみの道を通ろう〉というは、何故やろうと思うやろう。)

日々結構に取り扱うて貰い、多分に物を与えて貰い、一夜一夜の楽しみ、日々これまで運んで来たる。
(日々結構に取り扱うて貰い、多分に物を与えて貰い、一夜一夜の楽しみもある中を、日々の恩返しも出来ずにこれまで運んで来たるなれど、救けたいばかりのほんの一寸の苦しみの道を、満足たんのうして通り抜けて心を澄ます事が出来ないから受けた恩が果たせないのであり、恩に恩が重なって居るのや。)

又一つにはだん／＼事情が重なり、とんとどうもならん。二つ三つ事情が日々曇りとなる。一日送りに送り、どうしたものであろうと、思い／＼送りて居る。
(又一つには、定められた年限の内に治めなければ治まらない天の理によって、だん／＼と治まらない事情が幾重にも重なり、とんとどうもならん事に成って居るのや。
二つ三つの事情が重なるから訳の分からない事に成るのであって、日々の曇り〈真実の理の見えない曇りの道〉となるのや。
何の手立ても無いまま一日送りに日を送り、どうしたものであろうと、思い／＼送りて居るのや。)

又一つ、もうこれ一時放って置けん事がある。心の間違いよりあちらにも世話、こちらにも厄介、それに又一つどうも思い／＼、身上の処も三日になる。これよう聞き分けてくれ。
(又一つ、もうこれだけは一時の間違いとして放って置けん事がある。
それというは、人間心の間違いにより、神の道から外れた勝手な道をあちらにも世話をし、こちらにも厄介を掛けて神の道の邪魔をして居るという事であり、それに又一つ、「これだけ道に尽くしているのに、結構に成らないのはどうしてか。」というような、どうも成らん事を思い／＼運んで、身上の処も三日にあけず度重なる者もある。
これ程の多くの残念の理を日々積み重ねて山のように成って居るから、人間の力では助からないという事をよう聞き分けてくれ。)



明治二十七年十一月三十日　午前一時
刻限御話（政甚事情お話の前余程お苦しみあり）
えらかった／＼。

暫くして
いつまでもうまい事、こんな事ばかりあらせんで。一つ尋ねたらそれでよいのやそれでよいのや。ウヽヽヽそれで分かったか／＼。皆そんな事ではどうもならんでどうもならんで。今夜は口説き話を／＼するのや。皆の中で皆取り持って聞いてくれ。皆包む事も要らん、隠す事も要らん。育てる。育てる事ばかり。思わく通りの話をするから遠慮は要らん。皆の中でこういう事もあった、こういう事も聞いたと話してくれ。日々の処何でも彼でも変わらんよう。日々運びこれまでと変わらねばよいが、変わったらどうもならん。聞いたらそれでよい。話したらそれでよい。今も、どうもならんとこ一寸見せた。一つ刻限を話し前にお患い、前にお身体に見受けられ、存命中に神が頼む。席が言うのやない。神が言うのや。神が引いた後で聞いてやってくれ。どんな者でもこんな者でも、学者でも智者でも発明でも、こんな真似は出来ようまい。今日に植えて、今日に大木にも出来ようまい。口説き話や程に、口説き話や程に。

いつまでもうまい事、こんな事ばかりあらせんで。一つ尋ねたらそれでよいのやそれでよいのや。ウヽヽヽそれで分かったか／＼。皆そんな事ではどうもならんでどうもならんで。今夜は口説き話を／＼するのや。皆の中で皆取り持って聞いてくれ。皆包む事も要らん、隠す事も要らん。育てる。育てる事ばかり。
(真面目に道を運んでいれば何時までもうまい事行くように思うであろうが、何をしていても通れるような、こんな事うまい事ばかりではあらせんで。
末永く人として生き永らえる為には、「これからはどんな事も神様の思惑通りに運ばせて貰おう。」という、澄み切った一つの心を定め、どんな事もさしづの理に尋ねながら、日々変わる事無く実践したら道であり、それでよいのやそれでよいのや。
ウヽヽヽそれで分かったか／＼。皆そんな事では〈何事も神様の思惑通りに運ばなければならないという固い精神が定まらないようでは〉どうもならんで、どうもならんで。今夜は口説き話を／＼するのや。皆の中で真実誠の神一条の道の分かる者が、皆に取り持って〈神様と人間の間に立ってとりなしながら〉聞いてくれ。
この道は世界一列の救けの道であって、それぞれが長い間に積み重ねた悪因縁〈残念の理〉の果たしの道であり、真実誠の種蒔きの為の苦労艱難の道である事も、皆包む事も要らん、隠す事も要らん。
神は育てる模様ばかり思って居る。どの理もこの事情も、皆育てる事ばかりや。)
思わく通りの話をするから遠慮は要らん。皆の中でこういう事もあった、こういう事も聞いたと話してくれ。日々の処何でも彼でも変わらんよう。日々運びこれまでと変わらねばよいが、変わったらどうもならん。聞いたらそれでよい。話したらそれでよい。
(神が働いて、神の思わく通りの話をするのやから誰にも遠慮は要らん。皆の中でこういう事もあった、こういう事も聞いたと遠慮無く話してくれ。
日々の処にて澄み切った真実を定めたら、何でも彼でも変わらんよう。日々変わらぬ誠の心で運びをするなら道であり、何年経ってもこれまでと変わらねばよいが、変わったら道が切れてしまう、切れた道ではどうもならん、又一からやり直さなければ成らん。
「これからはどんな事も神様の思惑に沿わせて頂こう。」という、いついつ変わらぬ一つの心を定めて、神の話を聞いたらそれでよい。生涯変わる事無くさしづどおりの道を運びながら、さしづどおりの理を話したらそれでよいのや。)
今も、どうもならんとこ一寸見せた。一つ刻限を話し前にお患い、前にお身体に見受けられ、存命中に神が頼む。席が言うのやない。神が言うのや。神が引いた後で聞いてやってくれ。どんな者でもこんな者でも、学者でも智者でも発明でも、こんな真似は出来ようまい。今日に植えて、今日に大木にも出来ようまい。口説き話や程に、口説き話や程に。
(今も、神の話を伝えようとするなら心を濁してはどうもならんという処を一寸見せた。本席は今一つの刻限を話しているが、その前に、息子〈政甚〉の事で不足をして心のお患いをし、大事なお身体に異常が見受けられたが、たとえ息子の事でも心を濁さんようと、存命中に神が頼むのや。席が言うのやない。神が言うのや。
神が引いた後でこの事を伝え、苦しい胸の内を聞いてやってくれ。どんな者でもこんな者でも、学者でも智者でも発明でも、こんな真似は出来ようまい。
どんな者であろうと、今日に植えて、今日直ぐに大木にも出来ようまい。長い年限を掛けて神が育てるのやから、どんな事にも満足たんのう治めてくれなければ、神が十分に働く事が出来ないという口説き話や程に、真実誠の口説き話や程に。)
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明治二十七年十二月一日　夜十二時
刻限
さあ／＼／＼／＼、さあ／＼一寸話をするで。どういう話、皆取り集める話やから、心を静めて聞いてくれ。どうしよう知らん／＼、こうしよう知らん／＼。思やんの底が無いと言うまで連れて通りた。もうどうしてもこうしても、未だ暫くの処働かさにゃならんが道の理やろ。言い掛けたら、どんな事でも運ばにゃなろうまい。この道の初めという、何も知りたる者も無き道より今日の道と言う。嘘とは思われようまい。だん／＼長らえての道を通り、艱難苦労の道を通りた理によりて委せ置くと言うたる。理は大き思うか、小そう思うか。又理が有ると思うか、理が無いと思うか。よう聞き分け。又一つ、心のよごれを洗い切るという理を聞き分け。身の内の処、痛み悩みありては働けようまい。暇の時なら四日五日は大事無いと思うなれど、今日は遠く所国々よりだん／＼理を以て連れて帰る。十のものなら九つだけで、一つの理が無く、おかしな心を湧かすようではどんならん。身の内静養して居る者が、足も立たんと言う。よう聞き分け。三つの理と言う。一つの理が第一、三つあるものに第一という理は三つあろうまい。一つの理に落ちたる処、明日日になりたら、すっきり書き出さんならんようになりたる。あゝ理によってこうもなるか。この理も一つの理になる程に。一人のためやない。皆々のひながたとも言う。我が身知らぬような者が、人の事は尚知らん。重荷も軽い荷も未だ分からん。このやしきに住家をすれば、中が腐りてありても外からは結構と思う。まあ意見のため意見して直らねば、それまで。一寸の神の働きも知らず、どうもならん日が出てからはどうするぞ。さあ、しっかり心一つの理を改め。こうという理が立てば、追々によごれた理も剥げる。たった一度ぐらいなら、こうと言えばそれで済むなれど、何度何度の理が重なればどうもならん。中からむさいもの出るようでは、何ぼ洗うても同じ事。いつすっきり洗い切れるか。外からの汚れは洗うたら剥げる。これよう聞き分け。
明日日からこうという心を定めて、すっきり／＼改めるなら、売り払うた体にしてま一度は許し置こう。

さあ／＼／＼／＼、さあ／＼一寸話をするで。どういう話、皆取り集める話やから、心を静めて聞いてくれ。どうしよう知らん／＼、こうしよう知らん／＼。思やんの底が無いと言うまで連れて通りた。もうどうしてもこうしても、未だ暫くの処働かさにゃならんが道の理やろ。言い掛けたら、どんな事でも運ばにゃなろうまい。
(さあ／＼／＼／＼、さあ／＼一寸話をするで。どういう話をするなら、速やかに聞き分けて実践しなければ、先々通るに通れない真実誠の神一条の道に皆々を取り集めてやろうとする救け話やから、心を静めて聞いてくれ。
どうしよう知らん／＼、こうしよう知らん／＼。道の掛かりには、思やんの底が無いと言うどん底まで連れて通りた。
それによってここまでの道が出来たのであるが、もうどうしてもこうしても世界中を救けなければならないのやから、その為には、未だ暫くの処は皆々を働かさにゃならんが道の理やろ。
神が言い掛けたら、どんな事でも運ばにゃなろうまい。)

この道の初めという、何も知りたる者も無き道より今日の道と言う。嘘とは思われようまい。だん／＼長らえての道を通り、艱難苦労の道を通りた理によりて委せ置くと言うたる。理は大き思うか、小そう思うか。又理が有ると思うか、理が無いと思うか。よう聞き分け。
(この道の初めというは、何も知りたる者も無き道より創め掛けて今日の道と言う。
何も分からなくても何も出来なくても、苦しみの道を通りてこそ立つという理は、嘘とは思われようまい。
だん／＼長らえての道を通り、艱難苦労の道を通りた理によりて委せ置くと言うたる。
道に尽くした理は大きいと思うか、小そう思うか。又無理にでも世界を連れて通れるほどの真実誠の理が有ると思うか、とてもそんな理が無いと思うか。
皆々の誠真実が集まれば、世界の心を変える事等たやすい事だという事をよう聞き分けて置け。)

又一つ、心のよごれを洗い切るという理を聞き分け。身の内の処、痛み悩みありては働けようまい。暇の時なら四日五日は大事無いと思うなれど、今日は遠く所国々よりだん／＼理を以て連れて帰る。十のものなら九つだけで、一つの理が無く、おかしな心を湧かすようではどんならん。身の内静養して居る者が、足も立たんと言う。
(又一つ、苦しみの事情によって心のよごれを洗い切るという理を聞き分け。
身の内の処に残念の理が積もり重なったまま、痛み悩みがありては心置きなく働けようまい。暇の時なら四日五日は大事無いと思うなれど、今日からは遠く所の国々よりだん／＼理を以て連れて帰るから忙しくなるというような事に成れば、ゆっくりと休んでは居られまい。
滞りなく神の用事を勤める為には、十のものなら九つだけで、肝心な一つの理〈何が何でも神様の思惑に沿わせて頂こうという一つの理〉が無く、おかしな心を湧かすようではどんならん。
心得違いによって身の内の静養をして居る者が、神の話を聞き分ける事も出来ず、自分の事ばかりに心を捕らわれていたら、治るどころか足も立たんと言うのや。)

よう聞き分け。三つの理と言う。一つの理が第一、三つあるものに第一という理は三つあろうまい。一つの理に落ちたる処、明日日になりたら、すっきり書き出さんならんようになりたる。あゝ理によってこうもなるか。この理も一つの理になる程に。
(よう聞き分け。真実誠の神一条の道は三つの理と言う。どうでも神様の思惑通りに運ばせて貰おう、という一つの理が第一であり、三つあるものに第一という理は三つあろうまい。
これからは神様がお喜び下さるひながたの道を運ばせて頂こう、というような真実誠の一つの理に落ち付いたる処は、明日日になりたら、すっきり書き出さんならんように〈段々と結構な守護をして、心一つで結構な道に成る事を世界中に知らせなければならないように〉なりたる。
それによって、「あゝ真実誠の一つの理によって、こうも結構になるのか。」と、いう事に成るのや。
この理〈世界の為を思って尽くす誠の心一つで、結構な末代の理が治まる事を教えようとする真実誠の神の思惑〉も一つの理になる程に。)

一人のためやない。皆々のひながたとも言う。我が身知らぬような者が、人の事は尚知らん。重荷も軽い荷も未だ分からん。
(一人や二人の為の道や無い。あらゆる苦しみの道に堪えて満足たんのう治め、真実尽くして結構な末代の理を治めてこそ皆々のひながたとも言う。
我が身の結構を知らぬような者が、人の事は尚知らん。重荷も軽い荷も、本当の処は未だ分からん。)

このやしきに住家をすれば、中が腐りてありても外からは結構と思う。まあ意見のため意見して直らねば、それまで。一寸の神の働きも知らず、どうもならん日が出てからはどうするぞ。さあ、しっかり心一つの理を改め。
(このやしきに住家をすれば、中が腐りてありても外からは結構と思う。まあ意見のため、事情の理によって意見をして直らねばそれまで。一寸の神の働きも知らず、どうもならん日〈恩を仇で返し続けた理によって牛馬と成って生まれ変わり、末代の果たしの道を通らなければ成らないように成る日〉が出てからはどうするぞ。さあ、しっかりと真実誠の心一つの理を改め。)

こうという理が立てば、追々によごれた理も剥げる。たった一度ぐらいなら、こうと言えばそれで済むなれど、何度何度の理が重なればどうもならん。中からむさいもの出るようでは、何ぼ洗うても同じ事。いつすっきり洗い切れるか。外からの汚れは洗うたら剥げる。
(「何でもかでもこうしてつとめさせて頂こう。」という澄み切った理が立てば、追々によごれた理も剥げる。たった一度ぐらいなら、こうと言えば〈真実の心定めが出来れば〉それで済むなれど、何度何度の理が重なればどうもならんようになる。
何度も何度も心の中からむさいものが出るようでは、何ぼ洗うても同じ事や。何時に成ったらひながたの道を運んで、すっきりと胸の内を洗い切れるか。
外からの汚れは洗うたら剥げるが、心の汚れを洗い切るには、三年千日のひながたの道より他には無い。)

これよう聞き分け。明日日からこうという心を定めて、すっきり／＼改めるなら、売り払うた体にしてま一度は許し置こう。
(これだけの道である事よう聞き分け。明日日からは、こう〈これからは真実誠の神一条の道を運ばせて頂くべ、苦労艱難のひながたの道を運ばせて頂こう〉という澄み切った心を定めてすっきり／＼と道を改めるなら、人間創造以来積み重ねて来た悪因縁の事は、売り払うた体〈濁り切った人間思案を売り払って、澄み切った神様の心に成って生きる事を定めた身〉に免じて、まあ一度は許し置こう。)　
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